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図56 船霊社遺跡縄文時代土器実測図 (1:4)
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図61 船霊社遺跡縄文時代土器拓影図 (1:3)
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図70 船霊社遺跡縄文時代土器拓影図 (1:3)
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図71 船霊社遺跡縄文時代土器拓影図 (1:3)
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図75 船霊社遺跡縄文時代土器拓影図 (1:3)
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遺構外

図91 船霊社遺跡平安時代土器実測図 (1:4)

-276-

O                      10cm



第 4節 船霊社遺跡

4

6

臥

23

3!

¶

サー

ーー

＝

――

岬

呻

＝

Ｃ
日
周
同

‐―
国
尚
＝
Ⅶ
Ｉ‐
５

２

働

――

――

＝

―Ｉ

Ｕ

）
輌
Ｗ
ｉｌ
倒
劇
糧
ν
２８

９

胃
鱈
０

い
２

称
＝
――
∪

烏

月
照
月

軒
２

酬
　

　

日
∩
酬
Ц
吻
――
∪
‐

（

　

　

　

　

　

　

　

２６

ヽ

月

０

　

　

　

　

２５

４

０
ロ
ーー
ーーー
ロ
ーー
ーー
脚
り
２

、

　

　

「

　

７

ロ
ヮ
／
Ｑ
∩
ゞ
∪
‐

「

――

＝

肝

ノ

ロ
ロ
ーー
ーー
ヽ
――
―Ｉ
Ｕ
２‐

肺
料
湖
―――
ぜ

θ
ｎ
Ｈ
×
脚
∪

２０

ハ
Ｈ
ＩＩ
川
―――
＝
＝
――
――
――
＝
麟
‐１
１１
‐Ｉ
Ｕ

15

図92 船霊社遺跡平安時代鉄製品実測図 (1:2)



第Ⅳ章 調査遺跡

慟
留
働
料

３

４４

33

39                        40                  4!

繊
47

50

図93 船霊社遺跡平安時代鉄製品、土製品実測図 (32～ 50 1:2、 他は1:4)

-278-



番
　
目万

形 態 大 き さ (cm)
態1犬 出 土 遺 物 期時

平 面 断面 長軸 1短軸 1深 さ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

C′

C

C
A
B

LB
A
A
B

A
A
SB
A
A
A
B

B

D
A
E

A′

A
B

B

A
B

SA
E

SB
A
A
A
B
A
A
B

SA
B
SA
A
A
B

A
A
B
B
A
B
B
B
B
B

ａ

ｂ

ｄ

ｂ

31[:IIIく 良好

一
葉
　
　
　
噸
文
頭
　
　
頭
　
　
た
　
　
‐Ｊ
「
‐
―
引
劃
則
＝

頭‐
‐

頭

　

　

頭

　

　

　

　

一則

文

期

頭

‐

‐

‐

百百
‐

利

副

「

‐

―

呵

■

刊

一
中

　

　

　

　

初

　

初
　
　
　
初

一
　
　
　
縄
縄
　
〃
］

胸
～
〃
　
］］
～
〃
］
卿
　
］
］

期
　
　
　
　
期

　

期
　
　
　
期

一別
　
　
　
　
中

縄

中
　
　
　
中
　
　
　
縄

中

　

　

中

　

　

　

　

中

縄

縄

中

ｂ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

中

縄

中

　

　

　

中

　

中

錘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
―
‐
‐
―
―
嗣
判
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

ＵＦ

め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土

Ｆ
　
　
　
刃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。ｂ
　
　
　
石
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏｂ

醐
　
。ｂ
　
　
４０３
孵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｕ
ｂ
　
横
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｂ

榊
　
　
　
鴎
　
榊
　
　
融
剛
　
　
　
　
　
端
　
　
　
ｏｂ榊
ＵＦ。　
厠
榊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
端
　
　
　
　
　
　
翻

ｅ

ｄ

ｂ

ｅ

ｄ

ｄ

ｂ

ｄ

ｄ

ｅ

　

ｂ

ｅ

ｂ

ｂ

ｂ

ｄ

ｄ

第 4節 船霊社遺跡

表 6 船 霊 社 遺跡 土鉱一 覧 (暑窯Tマ輩翼身 ,

拓400-拓影M400,打斧一打製石斧,磨斧―磨製石斧 ,

UF一使用痕ある剥片・石核・原石,ピエスーピェス ｙ横

一

一　
キ

刃

ス

横

ェ

一-279-



第Ⅳ章 調査遺跡

番
　
目万

形 態 大 き さ (cm)
態状 出 土 遺 物 期時

平面 断面 長 軸 短 軸 深 さ

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

|

41

42

107

112

53

84

61

82

100

50

58

54

90

61

58

85

60

37

27

55

67

124

84

82

(140)

115

58

(62)

79

56

53

46

45

(63)

45

75

66

102

43

55

67

44

46

54

52

35

94

?

77

(71)

31

32

46

51

35

74

57

50

61

42

50

46

81

58

40

73

50

34

23

48

57

78

70

52

116

98

53

42

34

41

24

22

29

27

8

37

26

25

12

11

12

(28)

18

24

23

21

25

(18)

23

18

12

12

17

17

13

19

23

16

19

34

20

21

38

32

40

42

18

34

20

19

20

31

17

16

?

?

54

21

土拡 101を切る

壁 ,底面共に軟弱

R・ Ml,土 拡36を 切 る

ROM lを切る,柱列 1に切 られる

土拡 17に切られる

北隅に石皿あり

西側は自然流失

ROM 3に切られる

土拡31に 切 られる.

底面に小穴あり

12住貼床下

13住 〃

12住  〃

13住 〃

12住  〃
 )同時に埋めてる?

13住柱穴の掘り方と埋没が同時

13住貼床下

柱穴的規模

4住に切られる

土拡99を切る(?)

土拡5ηこ切られる

土広87と の切合不明

Ob

Ob

土器

図 240

0b

蒻百424  425

拓 426 石皿

須恵器

託
41P子,5ピェス

EC76

UF ob 凹石

?

?

拓 436

図二78(土拡96の
ものと接合 )

6b

UF′ ob

拓 441

UF ob

100号か ?

拓 437～440

?

打斧

拓 427 打斧
?

ob 土器

拓 428  ob

拓 429 UF ob

文

頭初

中 期 初 頭

中期初 頭以前

中 期 初 頭

中 期 初 頭

中期 初頭以前

中 期 初・頭

期

縄

中

期中文縄

期

頭

後

初

安

期

平

中

平 安後 期以前

古 墳後 期(?)

中 期 初 頭

中期初頭以降 ?

中期初頭以前

古墳後期以前

頭

文

初期中

縄

期

頭

後

初

文

期

縄

中

-280-



第 4節 船霊社遺跡

撫

攣

Ｊ
鯉
憔
連
旧
Ｒ

拠
と
ぶ
ざ
Ⅸ
足
旧
超

。撫
こ
墨
ざ
Ⅸ
越
旧
超

鯉
憔
晏
９
製
製
ｏ
製
嬰
即
馴

．喘
緊
Ｎ
二
鰊
い
軸
当
蜘
当
酔
側

。拠
と
ぶ
ざ
Ⅸ
星
旧
超

。拠
と
Ｋ
Ｋ
旧
く

．請
礎
□

。係
型
案

。係
廻
案

．器
引
卜
囃
ホ
ーー
′′′

↑
晏
凛

〉
「
畔

鴫^
引
ト
ー
ホ
‐―
′′′

。器
引
卜
可
ホ
ーー
″

。Ｊ
鯉
楓
旧
Ｒ

。
ヾ
饉
後
Щ

か
ヽ
も
Ｏ
煽
凛
星
旧
く

。
ヾ
饉
後
Щ

か
ヽ
も
星
旧
く

。撫
こ
尽
翠
侭
旧
超

。撫
こ
尽
ざ
Ⅸ
旧
超

。榔
セ
墨
ギ
侭
旧
超

。撫
セ
尽
翠
Ⅸ
星
旧
Ｒ

服
Ｊ
引
墾

Ｊ
鯉
憔

Ｊ
畔

Ｊ
鰹

Ｊ
鯉

Ｊ
鯉
憔

Ｊ
鯉
憔
畔

Ｊ
鯉
憔

Ｊ
鯉
憔
畔

Ｊ
鯉
憔

Ｊ
鯉
憔

Ｊ
鯉

Ｊ
鯉
畔

Ｊ
鯉
畔

Ｊ
鯉
憔

Ｊ
鯉

Ｊ
鯉

Ｊ
鯉

Ｊ
鯉
憔

Ｊ
鯉

Ｊ
鯉
憔

Ｊ
鯉
Ｋ

遭
鯉

Ｊ
鯉
憔
畔

Ｊ
鯉
憔
畔

ユ
糾

Ⅸ
鰹 :∝

ａ
∝

ａ
∝

“

日
口
∝

∝

ａ
日

∝

日
口
∝

日
∝

口
“

口
∝

“

ロ

（樋
畿
Ｋ
瑚
Ｏ
邸
Ｒ
）

Ⅸ
回
凶

絆
　
迎

Lbb l l l l l l l l l l l l l l lb l l l l l

Ⅸ
Ⅸ
ＩＩＩ

||||||||||

||

口  +
半

|

11

1  +  日

ヽ
|

士  ヽ
| | | | |

Ⅸ
冊
幽

ヽ

ヽ
ヽ

、ホ

ホ
＋
ι

＋

口

＋

ヽ

ホ＋
ζ

＋

ヽ

|

Ⅸ
騒
潔

〓＋
口
＋
ヽ

――
＋
ヽ

Ｋ＋
口

＋
ヽ

半

＋
ヽ

小＋
半

＋
ヽ

ζ

＋
ヽ

口

＋
ヽ

ヽ

４
＋
ζ

＋
半

＋
ロ

輝

Ⅸ

冊
鵬
継
Ⅸ
Ю
轟
州

ρ
∩
＋
Ъ
くδ

ｔ
土

“
∩

ρ
∩
＋
“
∩
＋
づ
く

０
∩
＋
“
く

“
∩
＋
“
ｍ
＋
０
く

メ
車

Ъ
く

にＯ
＋
Ъ
く

側
く

メ
轟

ρ
∩
＋
ｏ
く

何
∩

ρ
∩

鑢
Ｑ
メ
製

ぐ
Ｏ
メ
製

綺
Ｑ
メ
製

”
∩
＋
”
ｍ
＋
づ
く

“
∩
＋
可
く

ρ
∩
＋
“
∩
＋
ρ
く
＋
づ
く

“
∩
＋
づ
く
＋
つ
く

０
∩
＋
“
∩

＋
００
＋
づ
く
＋
ρ
く
＋
“
く

Ⅸ
製

旧

超

悧

服
″
郷
一

ホ
郷

（
郷

ホ
郷

ホ
郷

″
郷

ホ
郷

ホ
郷

′′′
巡

″
郷

ホ
郷

″
郷

′′′
郷

′′′
郷

ホ
郷

″
郷

ホ
郷

ホ
郷

″
郷

′′′
郷

ホ
郷

′′′
巡

′′′
郷

ホ
郷

畿

串

縮
Щ

1昌 |ニ ロニ
ρ

Ｈ

Ｃ

」
“

嶼

択

”
　
日

ρ

≧

ρ

目Ｈ

“
　
日

“
　
ＨＨ

Ｏ

目

ｄ
　
日

輪
睫
□

ρ

目

０

目

づ

Ｈ

Ｏ

目

０

目

“

目

①

目

“
　
日

●

目

づ

目

ｄ

目

岬

昨 黒 最 最 駄 賦 賦 賦 駄 姜 賦 遥 郷 賦 1黒 郷 聰 ≧ 塾 賦 駄 駄 賦 黒

埋
　
ヨ
　
流

肛
昨

Ю
．Ю
召

（
〇
．∞
）

（Ю
．＝　
）

（
Ю
。Ю
）

（〇
．∞
　
）

（
〇
“∞
Ｎ）

（〇
．Ｏ
Ｈ）

〇
。Ｎ
∞

（０
。Ｈ　
）

（Ｎ
。Ｎ
　
）

∞
．＝

（Ю
．劇　
）

（〇
．∞
　
）

（Ю
．〇
　
）

（Ｎ
。Ｎ
　
）

∞
．０
日

（
Ю
．∞
）

（∞
．∞
　
）

（〇
．０
「）

（Ю
。∞
　
）

（〇
．∞
「）

（〇
．０
日）

（Ю
。卜
Ｎ
）

（〇
．Ｏ
Ｎ
）

騨
Щ

〇
。崎
「
一

〇
．召
Ｈ

Ｏ
。∞
「

寸
．劇

召
．∞

崎
。い
劇

〇
．ト

Ю
．Ю

Ю
．Ｏ
Ｈ

Ｏ
．〇
「

Ю
．劇
Ｈ

卜
．召
「

Ю
。Ｏ
Ｈ

胆

ロ

Ю
。寸
Ｈ

Ｏ
．０
「

Ｎ
．０
「

Ю
．∞
Ｎ

∞
。寸

Ｎ
。Ｎ

〇
。Ｎ
Ｎ

Ｏ
．卜
Ｎ

Ｏ
．０
い

|=1蓉 |

＋

王

収
製

選

〓
却、ミミミ、ミミ_ミ ミー 督ミ督ミ督ミヽミ

図脚ロト

０
日
ｌ
ｏ
Ю

Ю
「

ヾ
Ｈ

∞
劇

“
＝

劇
＝

〇
＝

〇一∞

側
―
熙
像
昨
引
＝
州
ゼ
歯
Ⅸ
鰹
墨
興
＃
鵬
霞
　
卜
脳

-281-



第Ⅳ章 調査遺跡

や

樫

十
狡

′′′
↑

か
ヽ
も
増
導
旧
く

。撫
セ
墨
ざ
Ⅸ
旧
超

。
か
ヽ
も
暉
凛
旧
く

。撫
セ
墨
ざ
Ⅸ
旧
超

。撫
〓
墨
ざ
痣
引
喘
嶼
旧
超

。撫
セ
Ｋ
Ｋ
旧
く

（ｏЮ気畔
釧
徘
鰤
淋
□‐‐シ
祀列崚
螺螺
囃副
ば

。
９
■
田
駐
せ
縮
１
０
絆
巡

咲^
く
野
川
■
丼

（係
雪
紫
）
器
引
際
遡
票

。時
Ｑ
喘
幽
□
煙
継
メ

。榊
こ
Ｋ
Ｋ
旧
く

。撫
こ
墨
ざ
痣
足
〉
颯
喘
幽
旧
超

。Ю
饉
Щ

い
ヽ
も
星
旧
Ｒ

。拠
と
ぶ
ざ
Ⅸ
旧
超

。拠
セ
Ｋ
Ｋ
星
旧
く

。選
朴

∞
煙
喘
暉
□

。撫
セ
Ｓ
ギ
痣
旧
Ｃ

。ヽ

銀
掏
Щ
出
製
星
喘
野

。榔
セ
Ｓ
ギ
Ⅸ
旧
超

。榔
〓
Ｋ
Ｋ
希
緊
□

胴
Ｊ
引
墾

Ｊ
鯉
憔
畔

Ｊ
鯉
畔

Ｊ
鯉
憔
畔

Ｊ
鯉

Ｊ
鯉
憔

Ｊ
鯉
楓

Ｊ
鯉
憔

Ｊ
鯉
憔
畔

Ｊ
鯉
憔

Ｊ
鯉
憔

Ｊ
鯉
楓
К

Ｊ
鯉
楓

Ｊ
鯉
楓

Ｊ
鯉
憔

Ｊ
鯉

Ｊ
鯉
く

Ｊ
鯉
憔

Ｊ
鯉
憔

Ｊ
鯉
楓
畔

Ｊ
鯉
畔

Ｊ
鯉
憔

Ｊ
鯉
く

Ｊ
鯉
憔
畔

Ｊ
鯉
く

量
掛 | <, <i <, str g $ s, | <, @ | + | -+ <i | | F- .rr, | | $ sF

Ⅸ
鰹 |::||』

=

∝

口

口

∝

日

∝

口

∝

∝

日

口

∝|ご :』 |』 |

（樋
畿
Ｋ
瑚
Ｏ
郎
Ｒ
）

Ⅸ
回
凶

冊
　
迎

| |ヽ | | | | | | | | | | | | | | | | | | l m l

Ⅸ
Ⅸ
ＩＩＩ

| | 口 | | | 口 | |ヽ | | | | | | | | | | | | | |

Ⅸ
絆
迎

／
ヽ
＋

ヽ

ヽヽ半

ホ
＋
ζ

＋

口

＋

ヽ

ζ 、

Ⅸ
騒
潔

Ｉ

＋
ヽ

か
＋
ロ

＋
く

＋

ヽ

ゝ
ヽ

ナ

ヽ

＋

ヽ

――
＋
ヽ

ヽ

ニ＋
――

十
ヽ

二

＋
′
ヽ

半
＋
ヽ

ζ

＋

ヽ

日

＋

ヽ

＋

口

＋

ヽ

二
＋
半

＋

口

＋

ヽ

ヽ

雌

Ⅸ

冊
Ⅲ
継
Ⅸ
Ю
轟
州

総
Ｏ
Ｘ
製

“
∩
＋
づ
く
＋
つ
く

メ
巌

メ
ま

ρ
∩
＋
づ
く
＋
ρ
く

“
く

メ
巌

メ
車

何
∩
＋
づ
く

づ
く

“
０
＋
づ
く
＋
“
く

ρ
∩
＋
づ
く

“
∩
＋
“
０
＋
“
く

“
∩
＋
“
０
＋
“
く

■
０
＋
ω
ｍ

メ
巌

ρ
∩
＋
“
∩

ρ
∩
＋
“
∩
＋
づ
く
＋
つ
く

づ
く

“
∩
＋
づ
く
＋
つ
く

“
∩
＋
δ

＋
∞①
く
＋
づ
く
＋
つ
く
＋
“
く

０
∩
＋
“
∩
＋
づ
く

つ
∩
＋
可
く
＋
ρ
く

メ
鱗

Ⅸ
増

旧

超

測

羅
ホ
郷

′′′
郷

ホ
郷

ホ
郷

′′′
郷

ホ
郷

ホ
郷

ホ
郷

′′′
郷

″
郷

″
郷

″
郷

″
郷

ホ
郷

ホ
郷

ホ
郷

″
郷

″
郷

ホ
郷

ホ
郷

′′′
郷

ホ
郷

″
郷

ホ
郷

織

串

喘
慎 日

ｄ

」Ｌ

Ｏ

日

に
　
日

ρ
日

０

目

“

目

ρ
日

“
日

ρ
日

縮
睫
□

昌已已ここ 1昌 iこ こ 二 1已 |||||1已 |1昌 色
岬

串 駄
く
賦郷駄

く
郷賦賦賦

国
賦賦賦

く
賦

く
駄

く
駄

ゝ
駄

国
賦

０
賦

Ｏ
Ｋ

Ｏ
ＫＫ

ヽ
送

Ｌ
賦

Ъ
駄

０
賦

埋
　
ヨ
　
儒

担
串 ・コ．〇

＝
）

。マ
　
）

。い
　
）

．マ
　
）

．∞
　
）

。∞
　
）

。マ
”
）

．卜
Ｎ
）

。Ｏ
　
）

。Ю
劇
）

。∞
　
）

。〇
召）

。①
　
）

。∞
　
）

。∞
　
）

．〇
寸

〇
）

召
Ｎ
）

Ｏ
「）

．∞
）

。「∞
。卜
「）

．Ю
「）

即
幽 ||^||ご 1611111161“ N・I“ |ぶ ド |“

即

日

Φ
．劇
劇

∞
．寸
劇

Φ
。Ｏ
∞

Ю
．卜
Ｎ

Ｏ
．∞
Ｎ

Ｏ
．〇
“

Ю
。Ｏ
劇

〇
．∞
Ｎ

Ю
．Ｏ
Ｎ

Ｏ
．召Ｎ

Ｏ
．∞
Ｎ

Ｏ
。Ю
Ｎ

Ｏ
．０
「

〇
。「い

収
増

引
■

響 ミ 、 ミ ミ ミ 、 ミ 、 ミ ヽ ミ ミ ミ ミ ヽ ミ ヽ ヽ ヽ ミ ヽ響 、

図細口
「

∞
ヾ

い
マ

０
ヾ

Ю
寸

寸
ヾ

∞
ヾ

∞
寸

召
ヾ

ｏ
ヾ
―
∞
ｈ

Ｏ
∞

∞
∞

卜
∞

０
∞

Ю
∞

ヾ
∞

∞
∞

∞
∞
―
∞
ｎ

劇
∞

〇
∞

Ｏ
Ｎ

∞
∞

卜
∞

Ｏ
Ｎ

Ю
Ｎ
Ｉ
‐召
ｎ

一-282-



第 4節 船霊社遺跡

撫

樫

。
Ю
３
）
ヾ
゛
鮒
後
菓
緊
Ｊ
畔
足
旧
超

十^
狡

″
旧
く

。撫
こ
尽
ざ
Ⅸ
旧
Ｃ

。Ю
眼
後
Щ

か
ヽ
も
Ｖ
旧
く

。拠
と
ぶ
ざ
痣
旧
超

。撫
こ
尽
ざ
痣
旧
超

（７
ｏ
Ⅷ
翠
）脈
遭
Ｒ

撫^
こ
尽
ざ
Ⅸ
旧
超

。撫
こ
墨
ギ
侭
旧
Ｃ

。卜
饉
足
職
口
掏
霞
凝
掻

。脈
く
熙
―――
ヨ
丼

（係
ｏ
熙
響
）
鴫
引
昧
肥
Ｒ
．榔
こ
尽
ざ
Ⅸ
旧
く
。拠
〓
Ｋ
Ｋ
旧
く

。拠
と
ぶ
ざ
ヽ
旧
超

。撫
〓
墨
ざ
痣

〉
世
星
国
と
喘
野
旧
超

。榔
セ
墨
ざ
Ⅸ
足
卜
縮
野
旧
超

。撫
こ
尽
翠
Ⅸ
星
〉
国
請
嶼
旧
Ｃ

。撫
セ
Ｋ
Ｋ
星
旧
く
希
縣
ロ

服
Ｊ
引
墾

Ｊ
鯉
憔

Ｊ
鯉
畔

Ｊ
鯉
憔

Ｊ
鯉

Ｊ
鯉
憔

Ｊ
鯉
憔

Ｊ
鯉
く

Ｊ
鯉

Ｊ
鯉
憔

Ｊ
鯉
К

Ｊ
鯉
憔

Ｊ
鯉
К

Ｊ
鯉
Ｋ

Ｊ
鯉
楓

Ｊ
鯉
楓

Ｊ
鯉

Ｊ
鯉
枢

Ｊ
鯉
憔
畔

Ｊ
鯉
く

Ｊ
鯉
く

Ｊ
鯉
憔
畔

Ｊ
鯉
楓

Ｊ
鯉
憔

Ｊ
鯉

単
叫

.+ \n <, $ I * <' <, $ | | | | | | <, | .+ N | | -r t1. 
I

Ⅸ
駆

日

∝

口

∝

出

∝

日

∝

ば

日

日

∝

∝

ロ

ロ

∝

∝

日

日

∝

∝

ａ』 |

|』 』 |

（徴
畿
Ｋ
瑚
ｅ
邸
Ｒ
）

事[Ⅸ
回

迎凶
LI I L ILttЪ  O I I I I I I I I I I I¬ |||

Ⅸ
区
―――

| | | く | + |ヽ | | |ヽ |ヽ | | | | | | | | | |

Ⅸ
絆
遡

| || 、
11

| 1半  | | |

′
ヽ
＋

ヽ

ホ＋
く

＋

ヽ

／
ヽ
＋

ヽ

ホ
＋
ヽ

ホナ

ヽ

＋

ヽ

モ
ナ

ヽ

ホ
＋
ヽ

Ⅸ
聴
ポ

口

＋

ヽ

ζ

＋

ロ

ロ

＋

ヽ

ζ

＋

ロ

半＋

口

＋

ヽ

＋

口

＋

ヽ

ホ＋

口

＋

ヽ

ヽ

日

＋

ヽ

ヽ

日

＋

ヽ

＋

口

＋

ヽ

＋
く

＋

ヽ

口

＋

ヽ

口

＋

ヽ

ζ
＋
ヽ

Ｉ
半
＋
ヽ

Ⅸ

曇 冊
鵬
世
Ⅸ
Ю
■
州 メ

群

一

“
く

（ぐ
Ｑ
メ
製
）
づ
く

で
Ｑ
メ
製

ρ
∩
＋
“
０
＋
に
く

に
∩
＋
“
０
＋
ｏ
く
＋
“
く

メ
車

“
く

“
０

（鑢
Ｑ
メ
製
）
“
く

“
く

“
∩
＋
づ
く

に
∩
＋
づ
く

“
∩
＋
づ
く

ω
∩
＋
可
く
＋
ρ
く
＋
“
く

時
Ｑ
メ
製

“
∩
＋
づ
く
＋
“
く

つ
く

に
∩

“
∩
＋
づ
く
＋
ρ
く

Ⅸ
製

旧

超

側

儒
′′′
郷

″
郷

ホ
郷

ホ
郷

ホ
郷

ホ
巡

ホ
郷

ホ
郷

ホ
郷

ホ静小摯
ホ
凛

ホ
郷

′′′
郷

′′′
郷

″
郷

ホ
郷

″
郷

′′′
郷

′′′
郷

′′′
郷

″
郷

ホ
郷

′′′
郷

Ｔ
郷

畿

昨

喘
Щ | |二 |

“

」
Ｌ

（
≧

）

“

目

０

目目

０

日

側

目

”
　
日目

”
　
日||

喘
睫
ロ

€!€E€o'd tp tto! | | | | | | | | trJ I

Et tsl IulE=HFl| | | I | | | | lFlI

岬
昨 賦 駄 賦 賦 賦 賦 蠍 賦 賦 賦 賦 駄 駄 賦 郷 賦 賦 賦 賦 賦 駄 駄 範 鰹

埋
　
頭
　
虚

担
昨

（０
．Ю
　
）

（〇
。Ｏ
　
）

（い
。い
　
）

（〇
。い
　
）

（〇
．Ｏ
　
）

（∞
．”
　
）

（０
．∞
　
）

（∞
．寸
　
）

（０
．召
Ｈ）

（∞
．Ｏ
Ｈ）

（Ｏ
．卜
　
）

（〇
．Ю
　
）

（∞
．０
　
）

（日
．Ю
　
）

（い
。∞
召
）

（〇
．〇
〓）

（Ю
。Ｎ
Ｈ）

（０
．０
「）

（Ю
。「Ｎ
）

寸
。①

（
Ю
．Ｏ
Ｈ）

（∞
．∞
∞
）

（Ю
．〇
＝
）

（Ю
．Ｏ
Ｈ）

即
嶼

∞
．∞
Ｈ

Ｏ
。卜
Ｈ

寸
。Ｎ
Ｈ

卜
．Ｎ
劇

ヾ
．召
劇

い
。Ｎ
召

卜
．∞

〇
．Ю
Ｈ

Ю
。Ｏ

∞
．∞
召

即

日

∞
．Ｏ
Ｎ

∞
．寸
Ｈ

Ｏ
．Ю
Ｎ

∞
．劇
Ｎ

卜
．〇
召

ヾ
．∞
Ｎ

∞
。∞
Ｎ

Ｏ
．卜
Ｈ

Ｏ
．ヾ
Ｎ

Ｎ
。Ｏ
Ｎ

Ｏ
。∞
劇

〇
．劇い

１

■

収
製 響 、、ミ、ミミミヽミミヽミヽ｀ミ｀｀ミミミヽミミ

図椰口
「

Ｒ
Ｏ
　
　
　
・

召
０

０
０

①
Ю
ｌ
■
Ю
ｎ

∞
Ю

卜
Ю

Ｏ
Ю

Ю
Ю

ヾ
Ю

-283-



第Ⅳ章 調査遺跡

撫

樫 。丼
樫
野
巡

Щ^
ゼ
駆

。ヽ

銀
掏
鵬
鵬
Ｏ
係

Ｈ
騨
艘
起
Щ
ぺ

＾
９
■
メ
回
凶
Ｑ
鮮
ポ

↑
昧
出
票

。Ｊ
個
旧
Ｃ
ｂ
Ⅸ
旧
Ｒ

。
ｓ
■
メ
国
凶
Ю
『
星
叫
Ｈ
冬
細
き
係
丼

ヽ
ホ
ー

か
ヽ
も
旧
Ｒ

霞
熙
終

。撫
こ
墨
ざ
痣
旧
超

。メ
回
凶
ヾ
「
せ
細
き
椰
丼
判
メ
Ⅲ
築
ボ
＝
＞

。撫
こ
墨
ざ
翼
星
卜
喘
瞑
ｂ
Ⅸ
喘
雌
□

．旧
超

。撫
セ
墨
ざ
痣
旧
超

。拠
と
ぶ
ざ
Ⅸ
旧
超

胴
Ｊ
引
出

Ｊ
鯉

Ｊ
鯉
く
畔

Ｊ
畔

Ｊ
鯉
К

Ｊ
鯉

Ｊ
鯉
く
畔

Ｊ
鯉

Ｊ
鯉

Ｊ
鯉
楓

Ｊ
鯉
楓

Ｊ
駆
寒

Ｊ
鯉
紙
畔

Ｊ
鯉
枢

Ｊ
鯉
枢

Ｊ
鯉
憔

Ｊ
鯉
枢

Ｊ
鯉
憔
畔

Ｊ
鯉
憔

Ｊ
鯉
憔

Ｊ
鯉
憔

量
糾

-+sl=r,\$-+\t'\t{-$-rf'llllll$l-sl
Ⅸ
鰹

口
∝

∝

日
日
“

口
∝

日
∝

∝

ロ
ロ
∝

日
α

日
“

口
∝

麟
∝

日
∝

∝
ａ

（徴
畿
終
瑚
ｅ
邸
蝋
）

Ⅸ
回
凶

冊
　
幽

I L I Lヽ  | | | IL I I I I I I I I I I

Ⅸ
Ⅸ
ＩＩＩ

| | | | | | | |ヽ ヽ | | | |ヽ |ヽ | | |

Ⅸ
絆
迎

ム
＋
モ

＋
口
＋
ヽ

ハ
ヽ

さ
ヽ

ホ
＋
ニ

＋
′
ヽ
＋
ヽ

――

＋
ヽ

／
ヽ
＋
ヽ

ゝ
ヽ

ホ
＋
＾

ホ＋
く

＋
ヽ

ヽ
ヽ

ホ
十
く

Ⅸ
籠
ポ

ヽ
ヽ
＋

Ｋ

＋
く

＋

口

＋

ヽ
ヽ

＋

口

＋

ヽ

か

＋
姜

＋

口

＋

ヽ

ζ

＋
半

＋
く

＋

ヽ

ヽ
ヽ

＋
ζ

＋

ヽ

日

＋

ヽ

＋

口

＋

ヽ

Ｋ

＋
姜

＋

口

＋

ヽ
ヽか

口

＋

ヽ

雌

Ⅸ

冊
鵬
雌
Ⅸ
Ю
轟
州 メ

専

ρ
∩
＋
“
∩
＋
づ
く
＋
つ
く

ｏ
く
＋
“
く

“
∩
＋
“
０
＋
“
く

メ
巌づ

く
メ
轟

メ
巌

メ
轟“

く

“
∩
＋
∞
①
く
＋
づ
く

“
∩
＋
づ
く

“
∩
＋
ｏ
く
＋
何
く

づ
く

づ
く

何
∩
＋
つ
く
＋
“
く

づ
く
＋
ρ
く

０
く

“
∩
＋
づ
く

ρ
∩
＋
つ
く
＋
側
く

Ⅸ
製

旧
Ｅ

剛

服 過曇墨墨絶抱ね抵ね華離ぬぬぬぬぬぬ抱基盤抵

簗

離

縮
嶼

“
　
Ｈ

ρ

」
Ｌ

ρ

日

に
　
日

“
日

“
日

“
　
日

“
　
日

ｄ
　
Ｈ

Ｏ

目

“

目

縮
睫
□

I r rEi t::E | | | | | | | | t: I

岬

昨 賦 賦 賦 賦 賦 賦 賦 最 最 黒 賦 賦 賦 駄 賦 賦 賦 墨 最 賦

埋
　
ヨ
　
市

担
昨

（∞
．０
　
）

（Ю
。い
Ｎ
）

（∞
。い
「）

（〇
。Ю
「）

（寸
．∞
　
）

（∞
。Ｎ
Ｎ
）

（Ю
。「　
）

（ぐ
。Ｎ
　
）

（∞
。「　
）

（Ю
．∞
Ｈ）

（Ｎ
。∞
　
）

（〇
．崎
　
）

（い
。Ｏ
Ｈ
）

（〇
．Ю
「）

（Ｑ
．寸
劇）

（〇
．マ
Ｎ
）

（０
．Ｏ
Ｈ）

（Ｎ
．∞
　
）

（〇
．０
「）

（〇
。∞
＝）

即

嶼

∞
。Ｎ
劇

０
．劇
＝

∞
．劇
Ｈ

Ｏ
．〇

ヾ
。マ
劇

ヾ
．召
劇

ヾ
．〇
召

０
．〇
＝

Ｎ
．劇
Ｈ

Ю
．Ｏ
Ｈ

∞
．∞
Ｈ

即

日

０

．マ
劇

寸

．０
「

∞

。Ｏ
Ｎ

∞

．∞
Ｎ

引岨:

■製
‐‐「
Ю
Ｏ

選
ヨ

選
〓

却

０

却

Ｎ

Ｊ

〓

引
８

コ「
Ｏ
①

ｏ
Ｏ
Ｏ

コ「
寸
寸

引
８

ｏ
∞
∞

引
９

引
〓

引

Ю

図細口
「

召
マ
寸
‐
―

銀
ト

∞
Ю
∞
‐
―

∞
Ｏ

卜
Ｎ
∞

Ю
Ｎ
∞

寸
Ｎ
∞
トー

ト
０

「
ヾ
Ｎ

Ｏ
∞
い
―
‐

∞
０

い
「∞
―
―

Ｈ
Ｏ

Ｎ
Ю
劇
―
―

０
０

Ｒ
∞＝

∞
〇
∞

０
い
Ｉ
Ｊ卜
ｍ

Ｏ
ヾ
Ｎ

∞
ト

ト
ト

０
ト

Ю
ト

マ
ト

∞
卜刊‐
０
い

-284-



第 4節 船霊社遺跡

表 8 船霊社遺跡縄文・平安時代石器一覧

石 鏃

図 番 号 NO 出土地点 長 さcm 幅 cm 厚さcm 重 さ 9 欠 損 部 石  質 型式 備 考

76--  1 11住 黒曜石 A

DQ二 40

11住 (0。 8) 0。 2 0。 4 片脚

11住 (1.3) (0.8)

9住 0。 9

9住 (1.5)

14住

DP一-46 (1.8) 0。 8 頭部

DP一-43
(0。 9) 0.4 片 脚

DU一-42 (1_0) 0.8 片脚

5住 0。 9 チャー ト

9住 0。 7 黒曜石A

11住 (0。 9) 両脚

14住

14住 0。 8

14住 (1.1) 片脚

14住 (1.0) 胴～頭部

GIN-46

20 BS―-35

DT-37 (1.4) 頭 部

22 DN-40 2.4 (1.5) 〃 B

23 DP―-38 2.0 (1.4) 両 脚 〃 A

24 DQ-46

(2.1) (0。 8) 両 脚

26 (1.4) (1.3) 頭部

27 BR-34 (0。 9) 両脚

28 14住 2.4 (1.4) 0。 3 片脚

9住 0。 4 0。 4

30 14住 2.4 0。 6

11住 (1.1) 片脚

4住 (1.1) 0.4 0。 9

5住 (1.1) 0。 8 片脚 〃 B

34 DR-46 0。 9 0。 4 〃 A

DV-41 (1.0) 0.4

36 DQ-36 (1.2)

37 DQ-45 (0。 9) 0.4 片脚

38 38 14住 (1.2)

39 DQ-37 (1.5) (1_2) 0.6 両脚 〃 B

14住 〃 A

14住 (1.2) 片脚

14住 (1.2)

14住 (1.2) 頭部

44 10住 頭 ,両脚
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鏃石

図番号 NO 出土地点 長 さcIIl 幅 cm 厚さcm 重さ 9 欠 損部 石  質 型式 備 考

45 D一 Z (0。 9) (1.4) (0.3) (0.3) 胴～頭部 黒曜石A

46 (0。 9) (1.2) (0.3) (0。 3) 両脚 ,胴～頭

76-- 45 47 DM-47 0。 3

46 48 14住

47 49 14住 〃  B

48 14住 0.4 〃 A

49 14住

DW-44

DS-37

BU-39 0.4 片脚

53 11住 0。 4 0。 9 チャー ト

54 14住 0。 6 黒曜石 A

55 BttBト レンチ

DU-46 (0.8) 0。 7 胴～頭部

57 14住 チャー ト

60 5。 5 黒曜石 A
DM-46
DN-47

62 11住 2.4

DP-36 3,9 〃  B

64 1´ 住埋土

65 土拡 5 2.0 (1_3)

匙石

77-- 63 66 14住 2.8 10.1 粘板岩 横長

14住 3.0 11.5 チャー ト

5住 (4。 9) 19.6 身部半分 砂岩

ドリル

77-- 66 69 14住 10。 7 黒曜石B 棒状

70 11住 0.8 〃  A

0.6

72 12住 0.6

H住

1住 つまみ

スクレイパー

77-- 72 75 14住 2.6 18.3 黒曜石 B

DQ-53 13.7 頭部 〃  A

DK-41 頁岩

打製石斧

78-- 75 1 11住 13。 9 刃部の一部 粘板岩 IA

DQ-39 16.3 240 緑色片岩

77 DQ-39 12。 4 154 緑色片岩

78 DQ-39 13.4 3.4 砂岩

11住 12.0 2.0 129 緑色片岩 使用痕一側辺,刃部 ,(磨耗

11住 4。 4 緑色片岩 〃  
― 〃   (〃

11住 10。 4 砂岩

14住 10.5
｀
粘板岩 〃 一 〃 ,刃 部 ,(〃
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打製石斧

図番号 NO 出土地点 長 さcm 幅 cm 厚さcm 重さ 9 欠損 部 石  質 型式 備 考

78-- 83 14住 12.2 127 粘板岩 IB 凹表裏

84 DH―-42 100 粘板岩

DO-40 11.7 緑色片岩

DW-38 4。 9 緑色片岩 IC

11住 11.0 4.3 粘板岩

14住 10。 9 5。 8 砂岩

89 DL―-52 11_0 4。 4 粘板岩 使用痕一刃部 (磨耗)

DQ-36 11.6 4.4 緑色片岩

DQ-98 粘板岩

DR-36 8.3 緑色片岩

DU-40 10。 7 128 粘板岩 使用痕―刃部 (線状)

EB-30 13.3 10.5 胴～頭部 硬砂岩

10。 3 砂岩

3住 12.4 粘板岩 使用痕―刃部 (磨耗)

DI-53 9。 9 83 緑色片岩

DN-46 10.5 69 頭部 粘板岩

99 11住 8.9 4.7 86 粘板岩 使用痕一刃部 (磨耗)

100 10。 3 4.4 2.0 頭の一部 緑色片岩 ⅡA

14住 10。 1 4.5 砂岩 使用痕一刃部 (磨耗)

102 11住 4.5 68 粘板岩 〃 一 〃 ,側辺 (〃

79--103 11住 11.0 3.9 砂質粘板岩 ⅢB

104 11住 83 緑色片岩

105 11住 砂岩 使用痕一刃部,側辺 (磨耗)

106 11住 10。 8 粘板岩 〃 一 〃 ,頭部(〃 )

107 14住 10。 5 粘板岩 〃 二 〃 ,側辺,頭部C//

108 14住 12.2 102 粘板岩 〃 一刃部,側辺

109 8住 11_3 粘板岩

DP―-39 14.9 緑色片岩 使用痕一刃部,凹表裏

土壇37-1 粘板岩

38 DP―-42 90 緑色片岩 使用痕一刃部

2住 67 緑色片岩

40 11.1 206 塩基性安山岩 使用痕―刃部

H´住 10。 1 4.5 砂質粘板岩

14住 10。 7 4.5 97 砂質粘板岩

3住 8。 7 頭 部 粘板岩

44 BX-31 10。 9 104 砂 岩 ⅡC

DL-43 4.4 緑色片岩

120 46 DS-38 10.5 103 砂質粘板岩 使用痕―刃部

DP―-43 11.0 107 硬砂岩

122 D地区 Z 12.0 緑色片岩

123 土拡73-2 砂質粘板岩 使用痕一刃部

124 1住 10。 0 5.5 105 胴～頭部 珪質砂岩

125 11住 12.8 142 頭 部 。粘板岩

126 11住 10。 9 粘板岩 使用痕一刃部,側辺
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打製石斧

図 番 号 出土地点 長さcm 幅 cll 厚さcm 重さ 9 欠 損 部 石 質 型式 備 考

79--127 DQ-40 4.0 頭部 砂岩

54 DU-31 10.8 106 砂質粘板岩 使用痕一刃部 (磨耗)

129. EB―-34 (8.0) 4.5 刃部 砂岩

262 9住 4.0 頭部 緑色片岩

130 9住 2.0 103 胴～頭部 砂質粘板岩 Ⅲ A

11住 4。 8 8.8 緑色片岩

132 11住 4。 4 102 砂岩

14住 16.0 砂岩

134 DS-36 10。 7 44 150 粘板岩

DV-39 8.7 4.2 105 頭部 粘板岩

136 不明143 (10.3) 4.8 137 砂岩

137 64 土周辺 11.0 69 緑色片岩 Ⅲ B 使用痕一刃部,身部 (磨耗)

138 65 11住 11.4 106 粘板岩 一側辺 (〃 )

80--139 66 4住 12.6 158 緑色片岩 〃 一刃部(″ )

140 67 4住 18.5 544 頭部 砂岩

68 DH-57 19.5 601 砂岩

142 69 DT-37 11.4 4.4 108 硬砂岩

9住 10.0 0.8 49 砂岩 使用痕一刃部 (磨耗)

145 DV-33 12.6 4.7 胴～頭部 砂岩

146 BT-35 13.9 148 頭部 緑色片岩

147 DR-55 13.9 182 砂質粘板岩 Ⅲ C

DN-40 12.7 4.7 150 緑色片岩 使用痕一刃部 ,側緑 (磨耗

144 DU-33 4。 6 2.4 緑色片岩

263 76 DS-35 (10。 1) 6.4 砂質粘板岩

149 77 3住 9.6 粘板岩

78 1住 11.8 4.5 頭 部 Ⅱ

79 1住 10.0 刃部 砂質粘板岩

80 1住 8.2 3.8 刃部 Ⅱ

1住 DW 31 4.6 刃部 粘板岩

82 11住 4.4 刃部 砂質粘板岩 Ⅱ

11住 50 刃部

84 11住 C九 胴～刃部

14住 10.0 刃部 Ⅱ

86 14住 腰γ刃部 Ⅲ

14住
．刃 緑色片岩 Ⅱ

2住 5。 5 刃 砂岩

3住 8.0 90 刃

10住 60 刃

土周辺 8.5 胴～刃部 粘板岩

土拡69 6.4 Ⅲ

BT-53 11.3 刃 硬砂岩

94 DL-52 3.8 胴～刃部 粘板岩

95 DM-50 72 硬砂岩 Ⅲ

96 DN一‐ZИ 8.7 4.4 粘板岩 Ⅱ
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打製石斧

図 番 号 出土地点 長さcln 幅 cm 厚 さcm 重さ 9 欠 損 部 石 質 型式 備 考

DN-57 胴～刃部 砂質粘板岩

98 DO-31 22 砂岩

99 DO― ィИ 52 砂質粘板岩 Ⅱ

100 DP¬-42 3.7 粘板岩

DP―-46 6.0

DQ-39 7.6 砂質粘板岩

103 DR-37 5。 9 3.9 粘板岩

104 DS-39 砂 岩

105 DS-40 42 砂質粘板岩 Ⅲ

106 DT-34 砂岩 Ⅲ

107 DU-39 132 刃部 Ⅲ

108 DU-41 9.0 刃部 粘板岩 Ⅲ

109 Du-38 7.2 4。 6 50 刃部 砂岩 Ⅱ

DW―-39 刃部 砂岩

D6-47 6。 4 胴～刃部 緑色片岩

DEZ 5。 7 5。 2 粘板岩

EB―-30 30

4。 5 24

1住 50 頭・刃部 Ⅲ

4住 54 刃部 Ⅱ

4住 10。 7 145 刃部 Ⅲ

11住 9.5 半身

11住 12.6 185 頭部 硬砂岩 Ⅲ

120 11住 8.4 4.0 頭・刃部 粘板岩 Ⅲ

14住 4.5 67 胴部一面 Ⅱ

122 11号 ドm5 5。 4 3.4 44 頭 0刃部 緑色片岩 Π

123 3住 278 頭・刃部 砂岩 Ⅲ

124 DN-59 14.5 183 刃部 砂質粘板岩

125 DR-34 刃部 砂岩 Ⅱ

126 DS-35 頭 0刃部 粘板岩

DS―-41

128 D区 11.3 刃 部 Ⅲ

1住 4。 8 胴～頭部 ⅢB

1住 頭部 砂質粘板岩 Ⅲ C

1住 粘板岩

9住 砂質粘板岩 Ⅲ B

11住 7.9 5。 2 0。 7 粘板岩 ⅡB

134 11住 97 Ⅲ B

14住 ⅢA

14住 胴～頭部 硬砂岩

137 3住 粘板岩

138 3住 8.4 0。 9 頭 部 粘板岩 IA

139 3住 8.5 4.7 頭 部 砂質粘板岩 ⅡC

140 3住 4.5 刃・頭部 粘板岩 Ⅲ
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打製石斧

図 番 号 出土地点 長さcIIl 幅 cm 厚さcm 重さ 9 欠 損 部 石 質 型式

10住 刃・頭 粘板岩 Ⅲ

CS―-46 頭 Ⅲ B

143 DJ-69 6.7 胴～頭部 IA

144 DK二 51 7.5 90 C

145 DQ-36 8.8 3.8 頭 砂質粘板岩 Ⅲ B

146 DQ-37 124 刃部・頭 粘板岩 Ⅲ

147 DQ-38 6.7 胴～頭部 Ⅲ

148 DT-41 4.9 砂質粘板岩 ⅡA

149 DT-43 77 粘板岩 IC

DU―-46 7.5 4.9 74 頭 Ⅲ

DY一-44 7.4 頭・ 刃 Ⅲ

EC―-32 6.8 48 胴～頭部 ⅡA

ER―-34 7.6 4.4 47 頭 ⅡB

154 4.2 頭 砂岩 IB

横刃型石器

80-150 14住 5。 7 0。 9 砂岩 IA

9住 46 砂岩

DT―-39 4.2 粘板岩

153 ド34 4.9 11.0 砂岩

154 14住 4.8 10。 9 78 粘板岩

DO-32 14.4 80 粘板岩

1住 4.8 12.3 緑色片岩 IB

156 DV-40 10。 1 72 粘板岩

DT-32 11_9 砂岩

158 ド25 38 粘板岩

159 9住 0.6 刃部の一部 粘板岩

160 DV-38 23 緑色片岩

DO-35 6.4 23 身部半分 粘板岩

14住 12.1 0.6 粘板岩

81--162 2住 11.0 44 粘板岩 IC

13住 DQ-35 11.1 砂岩

164 DS-40 8.2 緑色片岩

12,13住 11_4 65 砂岩

14住 緑色片岩

167 11住 粘板岩

DY-30 7.8 身部一部 粘板岩

168 22 1住 7.6 粘板岩

23 DS-40 8.0 粘板岩

24 CS-60 粘板岩

DL一-51 8.0 緑色片岩

26 DT-57 粘板岩

169 27 11住 粘板岩 ⅡA

14住 4.9 粘板岩

170 14住 背部 粘板岩
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図 番 号 No。 出土地点 長さcm 幅 CIn 厚さcm 重さ 9 欠 損 部 石 質 型式 備 考

14住 7.7 粘板岩 IA

81-‐ 171 14住 8。 2 砂岩 IB

EC―-32 7.5 砂 岩

173 33 DS-49 9.9 砂岩

34 DS-44 粘板岩

174 1住 7.5 粘板岩

175 36 DN一‐44 8.6 粘板岩

37 EC-36 身部半分 砂岩

38 1住 砂岩 ⅢA

178 39 14住 7.7 0.8 砂岩

179 40 DR-41 42 砂岩

11住 粘板岩

14住 8。 0 14.6 砂岩

182 2住 4。 4 12.7 56 粘板岩 Ⅲ B

183 11住 4.5 9,9 57 粘板岩

184 14住 緑色片岩

185 46 DW―-30 6.0 粘板岩

186 47 9住 4.4 11.0 粘板岩 Ⅲ C

■88 48 12,13住 4。 6 12.0 62 粘板岩

187 49 DW-31 11.3 珪質砂岩

180 14住 11.5 148 背の一部 粘板岩 Ⅲ B

小形打製石斧

82--189 B ttAT (6.4) 0。 8 (22) 頭部 粘板岩

190 DY-40 珪質砂岩

1住 (5。 5) 3.0 (18) 頭 部

192 14住 (5。 8) 粘板岩

DS-39 5。 4 3.4 砂岩

194 8住 (6。 9) 3.8 (20) 刃部 粘板岩

195 DR-35 2.8

196 11住 2.5 0。 7 緑色片岩

197 4住 24 砂岩

11住

3住 (5。 2) (19) 頭部 緑色片岩

8住 (4.6) (12) 胴～頭部 粘板岩

DP―-43 (5.0) (14) 頭 部

DU-39 4.0 緑色片岩

DS-41 (6。 3) 2.7 (16) 刃部 砂岩

DV-40 2.7

D区 5.0 2.8 粘板岩

DP―-42 (2.1) (10) 頭・胴部

石槍状石器

82--198 14住 3.7 38 砂岩

199 11住 11.2 3.3. 砂質粘板岩
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図 番 号 石暑N僣号 1出土地点 長さcm 幅 clll 厚さcm 重さ 9 欠 損 部 石  質 型式 備 考

82--201 D区 5.6 粘板岩

202 10住 6.6 打石斧の転用

203 DY-40 珪質砂岩

204 14住 砂岩

14住 (3.4) 0.8 半欠

DP―-44 4。 9 珪質砂岩 打石斧の転用

DJ-44 粘板岩

ED-32 砂岩

DV-40 粘板岩

4住 打石斧の転用

205 14住 7.8 塩基性緑色岩

磨製石斧

82--206 DR―-41 (6.7) (52) 刃部 蛇文岩

207 3住西 (4.5) (46) 胴～刃部

208 3住 10.8 5.4 (259) 刃部 砂岩

209 DP―-66 (7.1) (116) 胴～刃部

(17.6) 4。 9 (465) 刃部 塩基性緑色岩 乳棒状

DQ-37 (14.4) (287) 刃部 〃 凹みあり

Bv-22 (13.5) 4.6 (294) 刃部

DO-32 (6.1) (3.1) (2.8) (78) 胴～刃部

14住 (g.o) Q.t) (0。 7) (9)

(10。 2) (4.1) (4.0) (160) 〃 凹みあり

1住 (e.o) (3.b) (3.0) (134) 胴～頭部

土拡 40 (+. s ) (g.s) (3.2) (83)

14住 (s.o) (3.7) (132) 破片

DO-32 (s.o) (3.3) (1.1) (17)

DS-43 (5。 3 (2.2) (1.1) (15)

DY (o.z) (1_2) (1.3) (12)

D区 (s.a) (z.o) (1.9) (48)

EF―-31 (s.o) (3.3) (1_5) (32)

14住 (a.o) (e.z) (1.0) (44)

(o.a) (2.1) (0。 9) (16)

D-47 (a.a) (2.9) (1.1) (40)

1住 (g.o) (2.1) (0。 7) (9)

DW下 38 (a.+) (3.3) (1.3) (27)

82--218 B tt BT (8.4) 3.5 (108) 頭部 半製品か

8住北 77 破片の再利用

凹石磨石

83-220 1住 10.6 477 複輝石安山岩 穴 1

207

222 14住 7.6 5。 4 395 半欠

223 14住 8.0 5.0

224 D区 185

225 DP-42 8.0 267

226 D区 8.9 203 端欠
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図 番 号 石暑Na諄号 出土地点 長さcロ 幅 cm 厚さcm 重さ 9 欠 損部 石 質 型式 備 考

83-=227 14住 11.4 850 複輝石安山岩 穴 1

11住 4.4 262

土拡 83 (9.5) (395) 両端

230 11住 10。 2 199

9住 11.2 745

232 14住 8.4 299

233 14住 14.6 9.0 881

234 DQ-19 13.5 621

235 14住 5.5 484

236 14住 13.5 10。 1 5。 5 片端 穴 2

237 R,M,I 5。 8

238 11住 11.8 4.4 359

1住 10。 4 462 片端 磨石

240 1住 203

241 1住 9.5 284

DN-38 11.1 7.2 4.4 639

14住 8。 2 12.0 片端

244 25 DR-43 10.2 塩基性緑色岩

245 14住 14.7 5。 4 4.6 複輝石安山岩

246 27 14住 10。 5 723

247 9住 片端 磨石

譴 -252 13.0 17.5 蜂巣石

石 皿

84--248 1 10住 39.0 27.9 10.0 複輝石安山岩

249 14住 40.0 (25,0) 10。 2 四分一欠

250 土拡44 19。 1 14。 9 裏面に径 0。 9の凹み10個

土拡64 (18.6) 25。 7 8.4 半欠

-293-



第Ⅳ章 調査遺跡

石 核

出土地点 NO 長
さ

ｃｍ

幅
　
ｃｍ

厚
さ

ｃｍ

重量

9

石  質 備 考 出土地点 N0 長
さ
ｃｍ

幅
　
ｃｍ

厚
さ

ｃｍ

重さ

9

石  質 備 考

1 住 98 2.4 2.2 28.5 黒曜石B 14 住 1.4 8.4 黒曜石B

262 2.9 2.4 32.0 〃  B 1113 〃  A

175 2.4 10.0 2.9 〃 A

102 14.7 〃  A 3.4 4.3

3.3 16.0 2.9 3.5

12 住 2.4 〃  B 305 2.2 0。 9 4.2

14 住 2.4 0。 9 〃  B 2.6

DU-39-
1 層

〃  B
円
状

逆
錐

2.6

ピエス・ エスキーユ 2.4

住 1.6 〃 A

5。 4 9。 4 〃  B

0。 9 3.2 5。 2 〃  A 側alこチ〕
ピングあり

1166 2.9 5.8

2.2 4.6 12.0 〃  B

5住埋土
18.3

9   4主 494 1.8 〃 A

10 住 180 3.2
３０
層

一
ＤＶ

３
2.9 2.9

11住埋土
DT-40
3   梶藝

2.8 2.6 8.4

11 住 2.4 DU一‐39 〃  B

11住埋土 0。 8
DT-46
3   梶藝

2。 0 6.2 半周打
痕あり

11 住 441 1.8
４‐
層

一
ＶＤ

３ 2.6 0.6 2.0 〃 A

1.2
DV一‐43
1 層

半周打
痕あり

12住 1層 0.3 0。 9 Z 2.2

12,13住 1035 A
DP-44
1 層

2.8 3.2

14 住 302 〃  B
３５
層

一
Ｄ。

２
2.5

〃 A
DV一-39

1 層

一辺に
使用痕

2.3 〃  F
４４
層

一
ＤＱ
■ 2.0

2.8 2.9 10。 0 〃 A Z

1053
〃  B Z 2.3 6。 3

2.6 〃 A 13住土鉱 3.4 12.1

2.4 0.5
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使用痕のある剥片・石核・原石 (黒曜石)

土
点

出
地

NO 型 式 重さ
9

石 質 備 考
土
点

出
地 N0 型 式 重さ

9

石 質 備 考

1住 I(2Bb) 10。 9 黒曜石A 5住 Ⅲ(Bυ 1。 9 黒曜石 E

175 I(Ba+Bb) Ⅱ(Ba+Bc) 2.2

住
土

１
埋 I(Ba+Bb+Bc 6住 カマドバ I(Ba+Bc)

Ⅲ(Ba+Bb) 9.4
住
土

６
埋

Ⅲ(Ba+Bb) 〃 A

Ⅲ(Bb+Cb) 4.0 I(Ba+Bc) 〃 B

I(BD I(Ba+Bb) 3.5 〃 A

1住 I(Bc) 20。 7 6住 Ⅱ(Bc) 4.9 〃 D

94 I(Bc+3Bb) 9住 I(Bb) 〃 B

I(Ba+2Bc) 4.4 68 I(Bb+Bc) 〃 A

1住
DV-21 I(2Bc+Bb′ ) 58 I(Ba+2Bb) 2.7

1住 Ⅱ(BcttBb) 8.6 155 I(Bb+Cb)

I(Bc) 120 I(2Bb)

I(Bc+Ba) 3.8 164 I(3Bb) 2.8

I(Bc+Bb) 住
十

９
埋

I(4Bb)

I(Bc) I(Bb) 〃 B

287 Ⅱ(Bc) 2.2 I(2Bb) 〃 A

住
土

１
埋 I((光+Bc+Bb) 9住 ' 22 Ⅲ(2Cc) 3.9 〃 E

Ⅱ(Cc) 10.8 Ⅱ(Bc) 〃 A

1住 I(Ba+Bc) 4.0 I(BattBc+Bb)

住
土

１
埋 I(BattBb) 2.9 30 I(2BcttBb)

I(2Bb) 4.4 〃  B 69 I(Bc+BbttB∂ 0.5

I(Ba+Bb) 0.6 〃  A I(BattBb) 〃 B

1住 128 Ⅲ(2Bb) 5。 2 142 Ⅲ(Ba) 厄熟化

住
十

１
輝

I(Bb+Bc) 住
面

９
床 Ⅱ(Gl+Cc) 〃 E

住
土

２
埋 Ⅲ(BattBb■ 2Cc) I(Ba+Bc) 2.5 〃 A

I(Bb) 9住 163 I(Ba)
(I梵 +2Bb十

Bb′ )
2.0 住

土
９
埋

I(2Ba+Bc)

I(Cc+2Bb) 2.4 〃  IB 9住 155 I(Ba+Bc+Bb

I(Ba+2Bb) 2.6 〃  ハ I(Ba+Bc)

I(Ba+Bb) 住
土

９
埋

I(Ba+Bb) 7.2

I(2Ba) 9住 Ⅱ(Bb)

5住 ？

・
I(Bb) I(Bb)

I(Bb+Ba) 〃  E I(BattBb)

I(Bc+Bb+Ba) 〃  ハ 58 I(Bb+Ch+Cb) ドリルか?

52 I(2BattBb) 2.2 I(2Ba) 1.5 〃 B

I(Ba+Bb+Ca) 10住 25 I(2 Cb+Bc)
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土
点

出
地 N0 型 式 重さ

9

石 質 備 考
土
点

出
地 NO 型 式 重さ

9

石 質 備  考

10住 I(2 Cb) 5。 8 黒曜石A 11住 I(Ba+2 Bc) 諷曜石A

住
土

１０
埋 I(2Bb) 273 I(2Bc)

I(Bb) 268 I(2Bc)

10住 I(Bc+Bb) 末端磨滅
ドリルか

273 I(2Bc) 2.6

I(BcttBa) 585 I(Bc+Ba) 9.4

住
層

１０

２ I(BcttBb) 348 I(Bc)

10住 159 I(Ba+Bc) 〃  B I(Bc) 〃 B

住
層

‐０

２ I(Bb+2Bc) 0。 9 〃  ハ I(Bc+Bb) 〃 A

住
層

‐０

‐ I(Ba+Bb′ ) Ⅱ(Ba+Bc) 0.8 〃 B

10住 I(2Ba+Bb) 140 I(2Ba+Bb+Bc 0。 9 〃 A

11住 I(2Bb) 2.8 196 I(Ba+2Bb+Bc 0。 7

228 I(Bb) 292 I(Ba+2Bb) 1.6

I(Bb′ +BD 270 I(Bb+Bc)

158 I(Bb+Bc) I(Ba+Bc)

463 I(Ba+2Bb) 270 I(Ba+2Bc+Bb

I(Bb) 〃  B 167 I(Ba+2Bb)

I(Ba+Bbr.Bb) 〃 A I(BattBb) 0.6 〃 B

292 Ⅱ(Bb+Bc) 4.8 〃 B I(Bb) 0.8 〃 A

Ⅱ(Bb) 〃  A I(Bc)

撞生
I(2Bb+Bb′ +

2Bc)
4.0 〃  B

11住

埋土
I(BD

I(2Bc+Ba+BE 〃 A I(BD

11住 I(Bb+Bb′ ) 11住 I(BattBb′ ) 0。 7

I(Ba+2 Bb) 42 I(Ba+2Bb+Bc) 2.7

260 I(Ba+Bb+Bc) Ⅱ(Ba+Bb)

42 I(BO 185 I(Ba+2Bc)

I(2Bc) 2.4 I(Ba+Bb) 2.8

I(2Bb) I(Ba+Bb′ +Bじ 2.7

178 Ⅱ(BattBb) 3.9 〃  B 住
土

Ｈ
埋

I(Ba+2Bc) 2.8

270 I(Ba+Bb+Bc 〃 A H住 KBattBb+Bc) 4.2

I(2Bc+Ch十
2Bc)

Ⅱ(2Bの 4.1

220 I(2Bb) 240 I(Ba+Bb)

493 I(Ba+Bc) 0。 6 I(Ba+Bb) 4.2

I(CcttBD 0.8 I(Ba+Bb) 5。 2 〃 B

513 I(BcttBb) I(Ba+2Bb) 〃 A

218 I(Bc+Bb) 224 I(BattBc) 6.7

217 I(2Bc) 0.6 473 Ⅲ(BD 4.8 〃 B
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土
点

出
地

N0 型 式 重さ

9

石 質 備 考
土
点

出
地

N0 型 式 重さ

9

石 質 備 考

11住 152 I(Ba+Bb) 4.8 黒曜石A 14住 I(Ba+Bc) 2.7 黒曜石A

87 I(BattBb+Bc) I(2Bb)

I(Ba+2Bc) 5.3
Ⅱ(2Bb+Bc+

2Bbう
7.0

Ⅲ(Ba+Bb) 17.2 〃 B 1061 I(Ba+2Bb) 4.5

218 Ⅱ(Bc) 〃 A Ⅲ(2Bc+Bb) 〃 B シ マ

12住
1層 1層 I(Bc) 540 I(Bb+BD

12・ 13住 1041 I(Bc) I(BcttCb) 2.7 〃 A

12913住 103 I(Bb+BcttCb) 〃  B 1032 Ⅲ(2Bb) 29。 5 〃 E

13住
カマド付近 Ｑ３５一晰

Ｄ
拒̈

I(Bc) 〃 A
住
土

‐４
覆 I(Bb′ ) 1.3 〃 A

14住 I(Cb) 4.4 14住 939 I(Ba+Bb)

I(Bb+Bc) 579 I(2]艶十Ba) 2.0

558 I(Ba+2Bb+Bc 649 I(Bc)

I(BattBb+Bc) I(Bc) 0。 7

I(BattBb) 〃 E I(3 Bc)

645 I(2Bb+Bc) 〃 A I(Bc) 0。 4

I(Ba+Bb) 〃 B I(Bc) 1.3

I(Ba+Bb) 5。 4 I(Bc) 0.8

I(2Bb) I(2 Bc)

679 I((光+Bc) 0。 9 〃 A 82 I(Bc) 〃 D

I(Bb) I(2 Bc+BD 2.0 〃 A

I(Bb) I(Ba+BbttBc

447 I(Ba+Bb) I(Bc)

349 I(Ba+Bb+Bc) 1.9 I(Bc)

I(Bb+Bc) I(Bc+Bb)

I(2Bb′ ) 373 I(2 Bc+Bb)

I(2Bb) I(Bc+Bb)

I(Bb′ +Bc) 314 I(Bc) 2.8

362 I(Bb′ ) Ⅱ(Bc+Bb) 4.2

643 I(Ba) I(2 Bc) 2.4

521 I(Bb′ +Bc) 6.5 267 Ⅱ(03)

I(Bb+Bc) 〃  B 922 Ⅲ(Bc) 4.9 〃 B

Ⅱ(Ba+2Bbギ&3) 〃 A I(3 Bc) 〃 A

Ⅱ(Bb) 〃  B 1122 Ⅱ(Bc+2Bb) 4.6 〃 B

Ⅱ(Bb+Bc) 〃 ハ 墓∴氷
未

|

120 I(2Bc+2Bb) 4。 7 〃 A 全体に
磨 耗

Ⅱ(Bb′ 十Bc) 672 I(BcttBb) 9.5 〃 B

Ⅲ(BbttBc) 13.8 〃 B 195 Ⅱ(Bc) 8.4 〃 F
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土
点

出
地

NO 型 式 重さ

9

石 質 備 考
土
点

出
地

NO 型 式 重さ
9

石 質 備 考

14住 Ⅱ(2Bc+Bb) 黒曜石A 土拡83 I(Bb+3Bc) 諷曜石A

I(Bc+Ba) E 〃92 20 I(Ba+Bb+Bc) 29。 8 チャー ト 石槍状

Ⅱ(2Bc+Ba) 11.5 I(Ba+2Bb) 26.5 諷曜石A

Ⅲ(BcttBbttBD 〃 A I(Batt Bb+Bc) 〃  B

住
土

‐４
覆 I(Bc) 0.8

・３

層

Ｒ

ｌ

Ｂ
Ⅱ(2Bb+Bc) 〃 A

14住 94 Ⅲ(2BcttBa+Bじ 20.9 BR-34 I(Cc) 0♂ 5

I(Ba)
BU-34
1層 I(BattBc) 4。 0

I(Bb) BZ-25 Ⅱ(2Bb′ 十Bc) 〃  B

I(Ba) BttB
ト レ

I(Ba+3Bb) 〃  A

I(Ba+C五十Bb)
DB-4[
1層 Ⅱ(BbttBc+Ca)

I(2Ba+Bb) DD-51
1層 I(Bb+Bc)

住
土

‐４
覆

Ⅲ(Ca) DK-40 I(Bb′ )

14住 82 Ⅱ(2Ba)
DL-51
2層 Ⅲ(Ba+Bb) 3.5 〃  B

住
土

‐４
覆

I(2 Ba■ 管片 I(Ba+2Bb+B0 〃 A

14住 Ⅲ(Ba+Bb) DⅣ卜38 I(Bc) 0.8

I(3 BattBb)
DM-50
2層 I(2 Bc) 4.0

I(Ba+Bc) DM卜 51 I(Batt Bb+Bc) 25 〃  B

170 Ⅲ(Ba+Bb) 〃 E
DM-46
Dざ

嗜7 I(Ba+2Bb) 3.0 〃 A

I(2Ba+Bb) 〃 A
DⅣ卜46
DNフ 47

I(Bb+Bb′ +Bd

1094 Ⅱ(Ba) 〃 B やや赤ま
ltる

DN-44
1層 I(2Ba) 2.2

I(Ba+2Bb) DN-4[
1層 I(Ba)

I(BattBc) 〃 A DN-50 Ⅱ (3Bb+Bc)

Ⅱ(Ba+Bb+Bc) 11.6 〃 E DN-52 ェ(Bb+2 Bc)

Ⅲ(BattBc) 20。 2
一
層

０

１

Ｄ
ェ(Bc+Cc)

I(Ba) 〃 A ・
３

層

０

１

Ｄ
Ⅱ(Btt Cb+Q) 14.4

I(Bb) 2.2 〃 B
一辺に打
痕

I(2Bc) 0.6

494
・

３

層

Ｏ

ｌ

Ｄ
I(2Bb)

土拡 2 I(Bb) 〃 A DO-35 I(Bb) 〃  B

〃10 I(Bb) DO-35 ェ(Ba+Bb) 0.4 〃 A

I(3Bb) 3.7
・

３

層

０

１

Ｄ
I(Bb+2Bb′ ) 3.5

〃16 I(Ba+Bb) 3.2
ＤＯ

ｌ 層
I(Bb)

〃22 I(Ba+2Bb) 〃 B I(Ba+2Bb)

″23 I(2Bb) 〃 A DO-39 I(BattBb) 3.4

〃31 I(Bc) ・
４

層

０

１

Ｄ
I(2Bb) 〃  B

〃44 I(Bb+Bc) 一
層

Ｐ

ｌ

Ｄ

I(Ba+Bb) 〃  A

〃78 I(3Bb) I(BbttBb′ )
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土
点
一

出
地

N0 型 式 重 さ
9

石 質 備 考 出 +tlh占 N0 型 式 重 さ
9

石 質 備 考

・３
層

Ｐ

ｌ

Ｄ I(Ba+Bb) 2.5 黒曜石A DIR誓 3 Ⅱ(2 Bc) 黒曜石 A

DP-39 I(Ba+Bb) 2.6 DR-48
3層

I(BbttBc)

I(2Bb+Bb′ ) DR-53 I(2Bc)

D2P瑾
12

I(Ba■ Bb+Bc) チ ャー DP轟
25

I(Bb+Bc) 3.7

DF瑾
26

I(2BattBb) 黒曜石A DS-38 T(2Bb′ +Bc)

DP-4C Ⅲ(Bc) DF誓 1 I(Ba+Bc)

PF暫
6 I(Bb) 2.9 I(Ba+Bb)

I(BD 3層 I(Ba+Bc)

I(2Bb) 2.3 DS-42
1層

I(Bc) 〃 B

Ⅱ(BattBb) 2.3 Ⅲ(Ba+Bb)

I(2Bc) I(BbttBc) 〃 A

I(Ba+2Bc) 2.6 稜線磨滅 I(Ba+Bb) 0。 7

DQ-37
4。 1層 Ⅱ(2Q+2 Cb) 2.5 〃  B 石 器 の

破  片
I(Bb+Bc)

曙
0 I Gb+2Bc+Cた ) 1.7 〃 A DS-44

3層
I(Ba+Bc+Ca十

Cb)

I(2Bc) DS-45
1層

I(2Bb) 2.9

2層
I(Ba+Bb) D2SK夕 2 I(Bb+Bc)

PP誓 1 I(2Bc) 0。 4 I(2Bb+Bc)

DQ-43 I(2Bb) 8.4 DS-52 I(Bb)

DIR督 5 I(2Ba+Bb+
Bb′ )

Ｓ
．
８０

Ｄ
I(BattBb) 9。 7

DR-36
3層

Ⅲ(Bb) 4.4 I(2 BattBb)

I(Ba+Bc) DT-35
1層 ■Ga+2Bb+Bc) 13.4

I(Ba+Bb) Ⅲ(Bb+3Bc) 〃 E

DF誓 7 I(Bb+Bb′ +
Bc)

4.0
DT-38
1層 Ⅱ(Bb+Bc) 〃 A

I(BbttBc) 0.6
DT-39
1層 I(BbttBc) U.9

DR-39 I(Bb+Bc) ］嘔
I(2Ba+Bb)

DR-41 Ⅱ(Ba+Bc) 2,4
DT-42
1層 1

I(2Bb) 0。 4

I(Ba+Bb′ +
Cb) 1(Bb+Bc)

I(Bb+2Bc)
DT-43
1層 I(Bb)

3層 I(3Bb) I(Bb)

Ⅲ(Bb+Bc) 10。 9 〃 B DT-44
3層 I(Bb+Bc)

DR‐ 41 Ⅱ(2Bb) 12.6 〃 AE Ⅱ(Bc)

Ⅱ(2Bc) 〃  B D摺9 I(Ba+2 Bc) 2.0

一
一
４

層
Ｒ

ｌ
Ｄ I(2Bb+Bb′ ) 〃 A DU-40 Ⅱ(2Ba+Bb) 0.9

2層
I(Ba+3Bb) Ⅱ(Bb)

3層
I(Bb+Bc) DU-41

1層 Ⅱ(Bb) 4.4

DR-42 Ⅲ(2Bc) 〃  E 3層 Ⅱ(Ba+Bb) 3.4
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土

点

出

地
NO 型 式

重さ

9

石  質 備 考
土

点

出

地
NO 型 式 重さ

9

石 質 備 考

DvT30
.3層 Ⅲ∈,a+Bb+Bc) 黒曜石A Z I(2Bb) 黒曜石ハ

DV-31 I(Ba+Bc) 1。 8 I(2Bb) 0。 8

DV-33 I(Ba+Bc) I(3BD 〃  B

DV-37 I(Ba+2Bb) 0.6 〃 B I(Ba+3Bb) 〃 A

DV-39
1層

I(Bb+Bb′ ) 〃 A I(2Bc) 10.4

DV-40 I(Bc) I(L+2Bc) 7.6

I(Ba+Bc) 0。 2 Ⅲ(Ba+2Bc) 〃  B

DV-40 I(2 Bc) 2.3 I(Ba+2Bc)

DV-41
1層

I(3Bc) 0.6 I(Bb+Bc) 0.3 〃 A

I(2 Bc) 0.8 I(2Ba+Bb) 1.4

DW-39
3層 I(Bc) 4.5 〃 B I(2Bb)

DW-52 I(Bb) 〃 A I(Ba)

DY-41 I(2Ba) 〃 B I(2Ba)

RMI-1 I(Bc) 〃 A I(Ba+Bc)

Z Ⅱ(BattBb+田bつ 〃 C I(Ba) 0。 9

I(3Bb) 44。 3 〃 A Ⅲ(Bb)

I(Ba+3Bb) I(Ba+Bb) 2.2

I(Bb+Bc) Ⅲ (Bc)

I(Ba+2BbttBc) 3.8 Ⅲ(2 Bc) 13.3

I(Bb+Bc)

平安時代の石器

84-253 1 12住 15。 2 11.2 10。 9 1800 両端 砂岩 砥石

DP―-35 9.8 3.4 104 複輝石安山岩

255 BU-59 5。 8 2.8 49 片端

DN-46 7.2 48 両端

257 3住 4.5 4.5 39 砂岩

258 6住

259 12,13住 珪質砂岩 石錘

260 5住 粘板岩

12住 13.8 488 砂岩 丹の付着あり
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第 4節 船霊社遺跡

表9 船霊社遺跡古墳・平安時代土器一覧

図番号 遺 構 種 別 器 種 技法 |口 径品 1器 高cm l底 径cln 径高指撃 1  備      考

64

9

10

11

12

13

14

88--15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

89--34

35

‐ 36

37

38

39

40

41

42

43

87--1

2

3

4

5

6

5住

13住

3住

4住

6住

Ｈ

Ｈ

Ｋ

Ｓ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｓ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｓ

Ｓ

Ｈ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｈ

Ｋ
ｏ

Ｋ
ｏ

Ｓ

Ｋ

Ｓ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｓ

Ｋ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

杯  AⅡ

杯   I
杯  CI
甕   C
甕

杯  BⅡ
蓋

小 形 甕

杯

霊

甕

甑 A

B

杯  EⅡ

A

B

B

A

A

B

杯

杯

椀

鉢

杯

杯

蓋

杯  CI

杯  BI

杯  CI

甕  EI
〃 EI
〃 EI
〃 EI
〃 EI
〃 GI

/1ヽ形甕 BⅡ

〃 BI

四 耳 壷

杯  CI

C

C

5。 2

9.3

7.8

6.8

(6.0)

7.6

7.0

10,0

6.8

6.9

7.7

6.0

6。 1

5。 3

6.8

(6.2)

11.0

7.9

9。 0

7。 0

8.0

11.4

5.7

8.2

7.3

12.8

15。 6

4.2

4.8

7.2

a2

a2

a2
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図番号 遺 構 種 別 器  種 技 法 口 径 cEl 器 高cm 底 径cm 径高指数 備 考

90--44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

8住

12住

B―-50

S

H

H

H

K0

K0

H

H

S

S

S

H

H

H

H

H

H

K0

S

S

蓋

甕

B

/1ヽ形甕CI

短 頸 壺

長 士璽

杯  EⅡ
杯  EI

杯  CI
蓋 B

蓋 B

甕

甕  EI
〃 FI
〃 FI

小 形 甕 C

小 形 甕 D

杯

長 頸 壺

甕

13.7

19。 7

17.5

12.1

9。 2

11.6

12.0

14.3

(14。 9)

14。 0

22.2

19.6

20.9

20。 0

10。 5

12.9

14。 1

(17.0)

24.1

3.2

34.6

22.4

10.3

(14.1)

5。 0

4.4

4.2

(3.0)

(3.0)

35.4

32.4

28.8

9。 9

16.4

(5。 2)

(33.9)

6.6

7.0

7.3

11.9

6.1

7.5

7.5

8.0

10.2

4.8

6.8

7.9

10。 6

一

一

一

一

一

一

４３

３７

２９

一

一

一

一

一

一

一

一

３７

一

一

墨書痕あり

「七九」の墨書あり

武蔵型
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第 4節 船霊社遺跡

表10 船霊社遺跡縄文・平安時代土製品一覧

土 偶

図番号 出土地点 遺物No。 部 位 備 考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

1住

11住

その他

29

30

31

32

538

胴

胴

胴

脚

脚

頭

脚

m20307と 接合

m107と 接合

mlと接合,頭部・胸部・左脚部欠損

DH-48

DP-40,

DQ-43

DQ-43

DQ-43

●１

層

層

層

ｍ

ｌ

ｌ

ｌ

2と 接合

接合

土器片錘,土製円板

図番号 出土地点 遺物No。 長軸 EIll 短軸 Inm 厚さIlull l重 さ 91部 位 1形  態 1  備    考

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

36

6

30

26

20

37

38

31

27

7

8

39

40

9

21

18

10

32

11

12

41

22

28

13

33

35

42

14

34

44

15

43

16

1住

2住

4住

9住

11住

14住

土拡31

その他

196

230

259

32

96

180

216

251

341
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NQ 図番号 出土地点 遺物No。 長軸 Iun 短軸mm 厚さIlun 重さ 9 部 位 形  態 備 考

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

２３

‐９

２４

‐７

４５

４６

４７

２５

４８

・２９

その他 41

43

49

41

39

36

35

43

46

57

34

42

36

40

26

(19)

20

38

43

32

9

11

11

11

9

10

10

10

9

13

14.5

30。 7

24.8

24。 3

14.3

8.6

7.4

22.4

23.2

36.4

胴

胴

胴

胴

胴

胴

胴

胴

胴

胴

Ⅱ―B

ITA一 b

Ⅱ一B

I

Ⅲ一B

Ⅲ一B

Ⅲ一B

I一B

Ⅲ一B

Ⅲ二A一 a

DU-39 1層

DV-40 1層 ,整形良好

DV-40 1層
DW-40,整形良好。円形に
近い

DY-33 1層

D -46 1層

EA-31 203層

EB-30 203層

EB-30 203層 ,偽口縁

Z,整形良好

土  錘

No。 図番号 出土地点 遺物No. 長さcm 月同4登 cm 子Lttcm 重さ 9 形  態 破損状況 備 考

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

49

75

50

51

52

76

53

54

55

69

57

58

59

60

1住

2住

3住

4住

5住

6住

8住

9住

11住

12住

129

190

131

13

13

22

37

594

6

18

62

77

108

154

181

187

200

39

35

40

45

31

31

48

27

44.5

40

32

39

10.5

42.5

41

43

43

48

12

13

11

12

11

12

13

15

8

12

お

12

12

11

12

11

8

10

10

7.5

12

11

11

14.5

15

11

11

15

13.5

4

3

4

3

3

3.5

4

5

4

3

2

3

4

4

4

5

4

3.5

3.5

3

3

4

3.5

4

2.5

3.5

4

3.5

5.5

4.5

3.5

4

3

3.9

5。5

4.7

5.0

8.2

1.6

4.6

4。 0

2.8

3.3

0.5

3.8

4.1

7.3

7.8

7.1

I一B一 a

I一C

I一B一 a

I一B― a

I一B一 a

I― B一a

I一C

I一 C

I一 B一b

I一B一a

I一 B一a

I一B一a

I一 B一a

I一B一a

I一B一a

I一B一 a

I一 B一a

I一 B一 a

I一C

正一B一 a

I一 B一a

I一B一a

単a

III―m

I

I

I一A一 b
Ⅱ―B・

C―b
Ⅱ一ATb

I

I

I一A一 b

Ⅱ一A一 a

Ⅱ―肝 a

ITB一 b

I

I一ATb

I

I一 B一 b

Ⅱ―肝 b

I

Ⅱ一A・

C一 a
Ⅱ一B0

C一 b
I

Ⅱ―A一 a

I

I

I

I一B一 a

I=ATa

Ⅱ一A― a

I

埋土上部

DW二31 1層

埋土

埋土

埋土,横に穴あり

埋十

埋土

埋土,両端切断

埋十

一端切断

I一B― aに したが特異な形」
円柱状,両端切断

大ピット

埋土,全土錘の中で最小
埋土,重ね合わせて作られ
たことが良く判る。

土拡 1

両端切断

穴は中心を通らない。

  |

コ蠣]俳        |
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NQ 図番号 出土地点 1遺物No. 長さcm l胴径cm l孔径cm l重さ 91形  態 破損状況 備 考

88

:89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

77

78

61

62

80

63

64

65

66

67

68

87

35

14

15

13

14

14

13

15

13

13

14

13

12

12

11

15

14

13

9

10

9

11

11

10

9.5

11

12

11

11

9

7

10

9

9

7

23

11

2.5 2.7

ぷ

ｌ

ｌ

１

ｌ

　

ｌ

　

ｌ

　

Ｉ

Ｉ

Ｉ

‐Ｉ

Ｉ

Ｈ

」

Ｈ

Ｉ

Ｔ
に

μ

ｌ

Ｔ
け

Ｌ

Ｈ

Ｉ
Ｉ

ド

柚

Ｆ

障

ａ

　

ａ

ａ

　

　

ａ

　

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

　

　

　

　

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

　

　

　

ａ

ａ

　

　

　

ａ

一Ｃ

一Ｃ

十

一Ｃ

一Ｂ一

十

一Ｃ

一Ｃ

一Ｂ一

一Ｃ

十

十

一Ｂ．

十

一Ｂ一

十

一Ｃ

　

　

　

十

十

一Ｂ一

十

一

　

　

　

‐・Ｂ一

‐一Ｄ

‐一Ｃ

‐一Ｄ

　

正一Ｄ

　

　

　

　

‐一Ｄ

・一Ａ

‐一Ｂ一

　

　

Ⅱ一Ｂ

‐一Ｂ一

Ⅱ一Ａ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

「

―

―

―

―

―

―

―

―

＝

―

―

―

―

―

―

―

―

＝

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

＝

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

ト

ト

Ｌ

ト

ー

ト

ト

ー

ー

ー

ト

ド

ー

ー

ー

ー

ー

‐

―

―

．
Ｈ

Ｉ

Ｔ

μ

１

ｌ

ｒ

ト

ー

ー

ー

師

Ｆ

Ｈ

Ｉ

脚

‐

‐

98

70

95

ⅡTA一 b

Ⅱ=A一b

Ⅱ―B一b

Ⅱ一A一 b

Ⅱ一B一 b

圧一A― a

圧一B― b

正一A一 a

正TB一 a

I

I一A一 b

[

正一A・
C一 b

窮J:

Ⅱ二A一 b

Ⅱ―A一 b

ｈ
〉
　

ａ
　
　
ａ
　
　
　
　
　
　
ａ
　
　
ｂ

Ｉ
．

Ｃ

ぃ

Ｃ
一

‐
一

Ａ．
↑

‐
一

Ａｅ
Ｃ

一

‐
』

…

　

」

‐
一

Ａ。
Ｃ

一
‐
一

Ｂｅ
Ｃ

．
ｂ

4× 3 mln程度の小石露出

両端切断

4× 2111111程 度の小石混入

両端切断

両端切断

指圧痕残る,一端切断

指圧痕残る

面端切断

中央部は遮、くらんでいない

7 1nlll程 度の小石

代の枝と思われるもの (長さ
.OIlllll× 径 2 EHll)が入っていた

BttBト レ,孔径は極めて小

BttBト レ

BS-25,指 圧痕残る

3K-51 1層 キ印あり

3H-56 1層

〕D-44 1層

)E-32 1層

)F-63 2層

〕G-34

)G-34

)H-55 2層

)J-47 1層

)K-51 2層

)K-53 1層

)K-53 1層

)L-51 2層

)L←32 1層      |

導二五1麿  |

ド
マ
入

力

昆
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第Ⅳ章 調査遺跡

NQ 図番号 出土地点 遣物No. 長さoll 月同4壬 cm 子LttC・
ll重さ 91形  態 1破埠状況 考備

136

137

138

139

140

141

142

143

144

145

146

147

148

149

150

151

152

153

154

155

156

157

158

159

160

161

162

163

164

165

166

167

17o

171

172

173

174

175

176

177

178

179

180

181

182

183

184

|

82

72

96

83

84

90

97

73

99

74

93

遺構外

1

2

3

4

2

12

2

6

7

7

10

15

18

1

9

17

1

33

46.5

35

31.5

39.5

18

37

37

20

27

21

41

28

46

19

19

28

19

34

24

40

35

40

28

37

13

10

13

9

11

10

8

13

15

5

11

10

27

12

6

10

6

6

13

10

12

7

13

6

5

6

7.5

13

5.5

7

6

12

23

9

15

10

9

13

7

25

10.5

7

9

14

3.0

7.2

2.7

3.0

5.4

0.5

(20.4)

4.7

0.6

2.5

0。 7

５

２

．

４

３

６

２

２

．

３

．

３

．

１

．

３

３

．

７
．

２

．

２

２

２

３

３

．

４
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第 4節 船霊社遺跡

第‖表 船霊社遺跡古墳・平安時代鉄製品一覧

図
番
号

Na 出 土 地 点 製 品 名 遺 存 状 態
現在計測数値,Tす

考備
長 さ 幅 厚 さ さ

一

重
¨

5

24

19

23

28

20

|

|
23

24

25

26

271

第 4号住居址

〃   0フイゴ

7号住居址

第12号住居址 0床面

第 1号住居址

BR 55

BS 25

BT 42

D134   02層
D042   01層
DT 40   01層

第 6号住居址

第 8号住居址・覆土上部

CH 56  01層
D038   ・ 1層

D038   01層
D039
D041
DP 42

DQ 40

DR 41

DR 48

DT 38

03層

,1層
01層

01層

DZ     ・

E B 30   0

Z

第 4号住居址

第 5号住居址

第12号住居址

1層

1層

1層

第 2号住居址・覆土

DT 42   ・ 1層

DW 39   01層
30607号 住居址

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

刀

刀

刀

刀

刀

刀

刀

刀

刀

刀

刀

刀

刀

刀

刀

刀

刀

層

1層

釘

釘

釘

釘

釘

釘

釘

釘

釘

釘

釘

釘

釘

釘

釘

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

錮

錮

錮

錮

銭

第12号住居址

DH 66   0
D040   0
DT 38   0

第12号住居址 0

DMr51

銭

銭

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

‥゙
Ｉ

Ⅵ

，
Ｉ

Ｊ

Ч

Ｉ

Ｉ

ト

ト

ー

ト

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

讐着

０。７５曜
０・５　
昭
　
晰
　
０・５５　
０・３　
０ｏ５　
０・４　
０。３　
０。３５　
０。６　
Ｍ
　
Ｏ・５５０・４Ｍ
Ｏ・４　
０・２　
０・‐５　
０・‐７　
０・２　
０。‐３　
　
　
　
　
　
　
剛

2分離 0身のみ

身の一部

刃先 0茎一部欠損

2片

身の先端 0茎欠損

幹部両端欠損

皿部の一部を欠く

皿部の一部欠損

完存

皿部の一部欠損

皿部 0幹部先端欠損

皿部欠損

幹部先端欠損

ほぼ完存

皿部欠損

ほぼ完存・幹部先端欠損

幹部先端欠損

ほぼ完存・幹部先端欠損

幹部 1/2欠損か?

完存

3分離・先端欠

茎・箆被一方欠損

ほぼ完存・茎が 2分離

茎の一部欠損

根の一部 。茎先端欠損

完存

完存

2分離・全体の3/4

完存

3分離

完存

ほぼ完存

完存

4分離

完存

完存         |
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第Ⅳ章 調査遺跡

図
番
号

NQ 出 土 地 点 製 品 名 遺 存 状 態
現存計測数値

IT;
考備

長 さ 幅 厚 さ 重 さ

‐５

‐６

４９

４０

　

３０

　

３６

３７

46

44

４０

　

　

４７

591

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

1::
８３

８４

８５

８６

８７

８８

８９

９０

．９‐

９２

９３

９４

９５

９６

DY 35   01層
第 6号住居址

BT 42   01層
第 4号住居址

第12号住居址

第 3号住居址

第 6号住居址

第12号住居址  i

第 4号住居址

〃   0鉄滓中

第12号住居址

第 4号住居址・覆土

第 5号住居址・覆土

第6号住居址・フイギ

7号住居址

0鉄滓中

第12号住居址 0床面

第 2号住居址 0覆土

BP 48  ・ 1層

DE 32  01層
Z

Z

キセル

藝

雲

鎌

鎌

紡錘車の軸

紡 錘 車

紡錘車の軸

留 金 具

留 金 具

馬   具

馬   具

鋤 鍬 先

墾鍔

賀 多 奈

引 金 具

完存

完存

先端破損

身の先端

完存 0身先端折れ曲る

一端欠損

軸先端欠損 010分離

一端欠損

端部のみ

端部のみ

破片

破片

耳部

力先欠損・ほぼ完存

完存
3/5

鉄片

鉄片

両端欠損・折れ曲り

鉄片

2片が錆びつく

完存か ?

鉄塊

8分離

完存か ?

2分離

6分離 鉄塊

完存か ?

鉄片

板状鉄片

鉄片

両端欠損

2片に分離 。一体となる

鉄片

片

片

片

鉄

鉄

鉄

8.65

9.3

0.66p

17.15)

25

(5.55)

C21.D

(15。 つ

0。2D

(2.3D

e。 の

①。4D

12.2
1.0

31.7

“

.25)

0.2)

0。つ

4。 1

0.85

①。3)

0。 1)

5。 1

0。 ①

O.2)

0.2)

に2)

1.7

0.4D

18.5

%
2.25

1.3

2.5

2.75

0.65

3.6
0.4

0.5

2.3

1.55

に 1)

2.6

1.0
3.2

2.6

0.7

(1.の

(1.0

0。 25

2.8

(1.05)

1。25

0.85

0,85

0.6

0.3

0.3

1.0

0。 35

0。 4

(0.5D

2.1

0.6

11。 15

0.65

0.3
0。 4

0.5

0:5

0。25

0.6

0.6

0.5

0.35

0。 55

0.8

0.5

0.5

0。 25

0.2

0.45

0.25

0。 67

0.55

0。 25

0。 35

0。 12

0。8

0.4

0.2

0.3

0.2

0。 15

0.15

(0。 つ

0.25

0.6

0.5

0.55

0.35

(0.の

(0.83)

0.6

0.1

9.5

159.5

21。 7

01.Э

田.5

0.D

00。0

(16)

(17.D

④

l14.3

101.5

(M.Э

42.5

157

(lD

O.D

(1.0

(1.3)

(18.3)

“

。の

(14.1)

(12.D

(1.6)

IT
l③

lCD
I C2.7)

l cO。つ

|(6。
つ

内部に竹が残存

頭部打跡0木片附着

頭部打跡

R=6.4
R=12.75

断面丸形

断面丸形

全様不明

全様不明

壺鐙の一部

壷鐙の一部

θ=112.5°

両関造り,茎に穴二つ

タンスの引金具
蓋のかえり部あるいは杯のたち
上り受部の一部? R=35
杯の底部から体部へかけての一
部? 76と 同一体

断面方形

三角形状,木質附着

円形状鉄製品の二部・木質附着

三角形状

環状,せめ金具か ?

あるいは釘か ?  ,

あるいは釘か ?

環状,一端に4つの深い切
り込みがある。

環状

銅製品の一部

用途不明

断面丸形

茎・関に木質残存

全様不明

板状
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第 5節 小手場沢遺跡 (SKTA)

位  置 (II― 図20図版70)

岡谷市湊区3057～ 3059に 所在する。急傾

斜 をもって諏訪湖に接する尾根 と尾根の間へ

狭 く入江状に深 く入 りこんだ谷間が遺跡地で

ある。幅25～ 30m、 長さ 300mの 諏訪湖に向

かう緩傾斜地で、中央自動車道用地はその下

半部、標高780～ 795m間約110mを 占めるが、

範囲は狭い。50年度調査の満田遺跡 (SMDB)

は尾根を 1つ越えた直線距離で約 150m南 の

同一地形上にあり、東方の諏訪湖底には石剣

を出土した満田沖、南方尾根先端には満田台

遺跡があり、反対に北の尾根をこえると今回、

調査した船霊社遺跡がある。諏訪湖西岸には

こうした小規模な遺跡が点在している。

2 発掘区の設定と調査の経過 (図 1)

遺跡範囲内を走る 2本の公団道路センター

ラインのうち、北―諏訪湖側のを基準 として、

STA80+00と STA79+60を 結ぶ線 を東西に

とり、STA79+80で直角に振 り南北線 (磁北

より約51度 西へ傾 く)を 引いた。本遺跡は幅が

狭いので STA79+60～ STA80+10ま での50

m間 1地 区(A)であるが、長さは28～ 78列の

100mに 及んだ。

9月 6日 、経塚遺跡か ら移動 し、船霊社

遺跡のある旧湊小学校跡地に本部 を設営 した。

他遺跡同様、最 も低いAE～ A028列から一つ

おきにグリッ ドを設定 したが、遺物の出土が

ほとんどないので、33列からはやや間隔をお

いて調査することにした。傾斜の高い部分に

移るに従い、多少遺物の検出があり、A L47

グリットでは焼土が発見され、今後に望みを

―-62

63

64

65

66

67

68

69

7o

71

72

73

74

＼
＼

□ □

□ □

□ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

|□  □ □

□ □ □ :□
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□

□ □ ヽ

W

□  □

□  □

□ □

□

□ □ □

山

２８

２９

３０

３‐

３２

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９

４０

４‐

４２

４３

４４

４５

４６

４７

４８

□ □

□ □

甲
□

□ □

□ □

□

50

51

52

53

54

55 地

56

57

58

59

60

61

75

76

77

78

□

□
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図 1 小手場沢遺跡調査区 (1:600)



第Ⅳ章 調査遺跡

茶褐色土

赤褐色焼土

黄褐色土

焼土混 り褐色土

暗黒色土

焼土

Ａ

一
　

　

‐

もたせて くれたが、その後遺構 らしいものは

ほとんどな く、 9月 中旬、用地内の最高地点

である78列 まで進んだ。 ところが、A NOA 0

75～ 78グ リッ ト付近で縄文後期土器片がやや

まとまって出土 したり、焼土や黒色土層の溝

状の落ち込みが見つかったので、 9月 20日 、

主体は船霊社遺跡の準備に向うかたわら、残

留班がこれらの遺構やグリットの土層図作成

にあたり、 9月 22日 調査を終了した。

3土  層

細長い谷状地形の上に緩傾斜地でもあるの

で、土層は相当混乱している。西側山寄 りは

厚さに相違はあるが50cm～ 2mでローム層に

達するが、東側山寄は 2mではまだ黒色ない

し黒褐色土層などがあり、時間の関係でローム

まで掘ることはできなかった。この結果、現

在水流はないが、かつては東側にあったこと

が推測できた。一般的に土層の堆積は、上から
,

耕作土一茶褐色土―黒色土一黄褐色土一暗黒

色土であるが、このうち、黄褐色土が黒色土

の上にもう一層のる場所 もある。厚さは耕

土を除いてほとんど一定しない。遺物は暗黒

色土と黄褐色土に多く検出されて遺構検出面

もほぼ同一とみてよい。黄褐色土層面が一時

Ｉ

Ｈ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

Ⅵ

0二~F~可~~「一可~~単~~_____=一一ニム
m

L    L

図2 小手場沢遺跡焼土遺構(上 )と 屋外炉(下 )(1:40)

的な生活面かとも考えたが、ガヽ石粒を含んだりして生活面的な痕跡は少なく、むしろ、暗黒色土層中に固

い床面上の部分が二、三確認されただけであった。

4 遺構 と遺物

1)縄文時代の遺構 と遺物

(1)焼土遣構 (図 2-上、図版70-3)

AN75グ リット内に検出された。耕作土(10cm)一 茶褐色土(50cm)一 黒色土(10cm)二 黄褐色土 (45cm)一 暗

黒色土層と堆積する付近の土層のうち、茶褐色土層から暗黒色土層に掘 り込んでいる。平面形は不整なL

字形(1,65× 1。 lm)で 、:西 側から東側へゆるく傾斜し、最深部で30cmを 計る。最下層に焼土粒を混えた褐

色土 (Ⅳ )、 その上に赤褐色の焼土(II)、 一番上面に真紅色の焼土ブロック(I)が ある。Ⅱ層とⅣ層は木炭

バ
°
tを 少量混え、縄文後期土器片が数片検出され、本址の時期を確認できた。なお、周辺には 2ヶ の、また

焼土中に lヶ の幼児頭大の自然石があったが、これらには特別の加工痕はなく、焼土中のそれは多少加熱

をうけた痕跡があった。ローム層を掘 り込んだものでないが、比較的明瞭に焼土部分が検出できたので、
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第5節 小手場沢遺跡

該期の遺構 として取扱った。なお、附近のグリット所見では、前述した3層 目の黒色土層上面にやや固い部

分があったり、この層と次の黄褐色土層に縄文後期土器片が集中する傾向があった。だが、黒色土層はや

や低い部分で1ま 土師器片が出土するなど、問題は残る。また、本址の3m横には茶褐色土層附近から掘 り

込んだ深い溝状遺構 (幅 50～ 70Cm)があったが、底まで掘 りきれなかった。.出土遺物もなく、その拡がりも

全面的にできなかったので、ここでは触れるだけにしておきたい。

遺物については遺構・遺構外を一括して報告する。 出土した遺物は小破片のみの土器約370点 、石器14

点、土製品としての土器片錘 1点 である (図 304)。

土器は器形のわかるものは皆無で、かつ無文土器が大半を占める。以下簡単に分類して記述する。

I群 (1)図示した 1片のみ。楕円押型文土器。胎土はやや粗 く灰褐色。縄文前期 (II群)は一片もない。

Ⅲ群 (2～ 6)口縁部を隆起線により楕円形の横帯文として囲むもの (3～ 5)、 胴部を平行沈線文による

懸垂文 (2)や八の字文 (6)で飾る厚手の土器で、中期後半の曽利Ⅱ～V式にあたる。類品は少なく10数

片のみである。

Ⅳ群 (7～24)口 縁部にやや太い沈線文を2～ 3条め ぐらし、その間に斜縄文ある鉢に近い器形の一群

(7～ 12)や、胴部にやや太めの沈線で曲線を描き磨消縄文手法をもつもの (13～ 24)が ある。後者は破片数

は多いが同一個体のものらしい。胎土は小石粒などを混えて比較的粗 く、茶褐色を呈するものが多く、や

や厚手である。後期初頭の一群であろう。25026の底部も本群であろう。l

V群 (27～ 37)27は 口縁端に紐線文的な低い連続押捺を施し、以下は条線文が縦に引かれた浅鉢の一部で

ある。28～ 30は 無文地に太い沈線文ある一種であるが、30な どは氷式などに類例がある。黄褐色で胎土は

やや良好であるが、28029は胎土がやや砂粒多く厚手でもあり後期前半とも考えられる。31034は橙褐色

のやや粗い胎土で、31は 口縁部に2ヶ の小突起がつ くのみで、体部は横走する調整痕が、34は 同種文様が

縦に走るもの。32は 灰白色のやや薄手作 り、口縁端外側をけずるように尖らせ、以下横走する条痕様文様

が施文される。35～ 37は 胎土に石英粒などを含むが焼成のよい条痕文土器である。貝殻条痕かどうかは明

確にできないが、それに近い。晩期後半に位置づけられるだろう。

有文土器の主なものを4種に分けたが、大半を占める無文土器はⅣ・v群に属するものであろう。遺構

の項で述べた焼土遺構付近からはⅣ群土器が10片 ほど検出され、全体的に第Ⅳ群土器が最も多く、かつ調

査区の高い部分に多い傾向が認められた。

土製品として土器片を利用した錘 (32)が ある。長 さ 6。 5cm、 巾 2 cm、 両端にわずかに刻みをつけ紐か

けを作 り出す。太い沈線文が一部に残っているのでⅣ群土器としてよい。付近の遺跡にも類品はある。

石器は以下の14点以外、黒曜石の争j片が20点ほどある。少量なので土器同様簡単に記述する。

石鏃 (図 4-1～ 3)は 3点 とも黒曜石製の小形品。 102は丸味の強い形で、 3は二等辺三角形。すべ

て加工は入念である。 4～ 7は黒曜石製の使用痕ある争J片 の一群であるが、他遺跡と異なり余 り多くない

ので図示するにとどめたい。打製石斧 (8～ 13)は 6点 ある。分類基準に従うと、IB・ Ⅲcが各 1、 ⅢA・ IIIB

が 2ヶ である。砂岩 と緑色片岩製。このうち13は 多孔質の岩石で余 り例をみないものである。横刃型石

器は14の lヶ のみで I B tt。 細粒砂岩製。下端にわずか加工痕があるが、全体的には表裏面ともよく調整

されている。同例が 2、 3あ るがすべて小片なので省略した。

2)弥生時代の遺物

この時代の遺構はない。遺物も櫛描き波状文ある甕の口縁部小破片 (図 3-38)と 同種のものが数点検

出されたのみである。
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第Ⅳ章 調査遺跡

3)平安時代の遺構 と遺物

(1)炉   址 (図 2の下、図版72-8)

A J57058グ リットにかけて発見された。地表下約 lmの黒色土層中に比較的固い面があらわれたので

注意しながら拡張したところ、自然石 7ヶ をコの字状に配した径 1。 5mの炉址を検出した。炉石の配置は間

隙があったりして余 り良 くないが、火熱をうけてぼろぼろになったり、赤 く焼けている。南半には焼土が

2 cm程の厚さで堆積 し、その中から土師器 (図 4-39)が 4片出土した。炉の外囲いのうち北～西側は余り

黒色土層面の固さはないが、焼土が散布している東～南側は面的な広がりで同層中にやや床面的な踏み込

みが確認された。屋外の炉址 としてよいであろう。

遺物については遺構、遺構外をまとめて記述することにする。炉址に関係する遺物としては、復元して

完形となった土師器杯 (39)が ある。胎土に細かい砂粒が入り、赤褐色を呈する。口縁部はややふくらみ

を持って外反し、口縁直上で急に外に短 く開く。器面は内外ともロクロ整形のあとを残している。内面は

黒色でヘラ磨きにより暗文が施されている。底部は糸切 りのあとヘラナデして高台を付している:その他

周辺に出土した土師器破片が数ヶ体分あるが、前記杯より胎土が荒く厚手で、ヘラケズリのあとが各所に

あり甕に入るものである。

遺構外出土の土師器は約50片ほどの細片のみで、その分布や出土状態に特記すべき点もないので、器種

分類などは省略する。灰釉陶器は10片 ほどある。40は高台付椀で内外面に灰緑色の自然袖がみえる。須恵

器は 1片 もない。土錘は、丈の短 く太い管状 (図 4-30・ 31)の もの 2ヶ と、一般的な紡錘形 (同 24～ 29)が 6

ヶ出土した。近接する新井南遺跡の平安期住居址からは200余ヶも出土している。

4)遺構外出土遺物
|

土器、石製品、土製品、鉄製品がある。土器は施釉陶器 (図 4-41～43)が細片で10片 ほどある。椀形や

鉢形で鉄釉を全面に施すもののうち、43は 内面に菊花文の印刻があり、中世後半のものであろう。石製品

としては祗石 (図 4-15)が 1か 出土した。砂岩製で、長さ6.5、 .幅 3。 0、 厚さ 1.8cmでt両端が多少欠損

する。表裏面、側面ともよく研磨されている。平安期とも考えられるが、時期は不明としたい。土製品の

丸玉 (図 4-16～ 23)は 、粘土紐を平らにのばし、芯を入れて丸め、のち芯を抜いて細かく切り、管状の丸

玉に仕上げたもので製法は簡略である。類品がなく、装飾用とするより土錘的用途を考えた方がよぃかも

知れない。時期は不明である。鉄製品はA N55グ リット出土品で、付近にわずか焼土が検出された。長さ

4。 2、 幅、厚さともl Cm、 先端が少し欠損するらしい。一方が釘の頭のように大くなるが、断面は鉤状部

分があり、これまた用途や時期が決定しがたい。

ま と め

諏訪湖西岸は山地が湖岸近 くまで迫って、平地が少 く、遺跡の多くは、扇状地上に立地している。しか

し、本遺跡のように扇状地より相当狭い袋谷状地形にも、遺跡が存在する事実を明らかにした。近接する

満田遺跡同様、住居址などの定着化を示す遺構はないが、縄文時代早期以来、歴史時代にいたる間、人々

の往来があり、時には平安時代のように屋外炉を築いたこともあったらしい。´

満田遺跡や本遺跡の調査は、袋谷内の一部であり、多小その点を考慮すると、或はより谷奥に中心 とな

るべき地点が存在するかも知れない。縄文後期土器片の出土地点などはそれを裏付けていよう。
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第 5節 小手場沢遺跡
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青沼 博之

今村 善興

岩佐今朝人

笹沢  浩

島田 哲男

高桑 俊雄

高林 重水

長崎 元広

中村 健一

樋 口 昇一

山田 瑞穂

丸山日出夫

百瀬 長秀

和田 博秋

執 筆 分 担 一 覧  (五十剖煩、●E日 はその項目の遺物のみ執封

Ⅲ章 -1節 -102、 2節-1、 Ⅳ章 -4節 -10204-1)一 (6)・ (9)、 2)一 (2)・ (5)・

(6)・ (7)、  5-1)一 (1)・ (3)、 2)一 (1)・ (2)

I章 -1節 、Ⅱ章 -1節

Ⅳ章 -1節 -4-1)一 (1)・ (3)、 3)一 (2)、 5節 -4-1)一 (1)、 3)一 (1)、 4)

Ⅳ章 -1節 -4-2)― (1)・ (2)・ (3)・ 14)、 5-2)一 (2)、 3節-4-3)一 (3)

Ⅳ章 -4節 -4-1)一 (4)、 5-1)一 (2)

Ⅳ章 -4節 -4-1)一 (5)0(7)・ (8)・ 00、 3)一 (1)・ (2)、 5-2)一 (5)

Ⅱ章 -2節 、Ⅳ章 -1節 -4-2)一 (3)、 2節 -4-2)一 (1)、 3節-4-3)― (1)、 4節 一

4-2)一 (1)・ (4)

Ⅳ章 -1節 -4-1)一 (1)、 2)一 14)、 3)一 (1)、 2節 -4-1)― (1)、 3節 -4-1)一 (2)、 3)

一(3)・ (4)・ (5)・ (6)・ (7)・ (8)

Ⅳ章 -4節 -5-1)― に)、 2)一に)

I章 -2節 、Ⅳ章 -1節 -1020304-1)一 (2)、 2)一 (2)・ (5)、 5-1)02)一 (1)、 2

節 -1020304-2)一 (2)・ (3)、 5-1)一 (1)、 3節 -1020304-1)一 (1)0(3)・

に)一①、2)、 3)一 (2)、 4)一 (1)・ (2)・ (3)0に )・ (5)、 5-1)・ 2)、 4節 -4-2)一 (3)、 5節

-10203・ 4-1)一 (1)、 2)、 3)― (1)、  5

1章 -3節、Ⅱ章-2節

Ⅳ章二 4節 -5-2)一 (鋤

Ⅲ章-1節 -3、 2節-2、 Ⅲ章-2節 -4-1)― (2)、 2)一 (1)0(2)・ (3)・ に)、 5-1)一

(2)、 3節-4-3)一 (1)0(劾 0(3)・ 14)0(励 ・(6)・ (9)

Ⅳ章-3節 -4-1)一に)一②・③

が

いま、最後の校正を印刷所へ手渡 したが、その内容についてはまだまだ不満だらけで、心残 りがしてならない。多分、執

筆者自身も時間の不足で考えることの半分も書けなかったのではないだろうか。調査結果を可急的速やかに出版することを

最大目標 として発足し、実施 してきた本調査団も、昭和48・ 49年 度以降、増大化する出土遺構・遺物に対応できず、とうと

うパンク寸前にいたった。調査年度内出版 ということ自体、行政発掘では一面立派なことであるが、一方、記録保存 という

立場からすれば、報告書の内容については調査者自身常に不満だらけの内容であったろう。先輩たちのこうした心の葛藤を

なんとか協和させ、より前進 した形で、報告書作成をと希ってきたが、矢張り、満足のいく結果とならなかった。本の厚さ

だけが内容ではない。緊急発掘、行政発掘 という限定された場にあってよりよい報告書作 りは如何にあるべきか。本調査団

も55・ 56年度は阿久・御社宮司遺跡など大物をかかえている。全員でこの難間にあたっていきたい。残業までして整理や原

稿を執筆 した団員の方々に厚 く御礼申し上げる。

なお、本書の編集については青沼博之、校正は岩佐今朝人・和田博秋各主任の協力を得た。また、信毎書籍の森山公一君

には格別な御協力をいただいた。記 して感謝 したい。                        (樋 口 昇一 )

あ
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版図



志 平 遺 跡

1。 遠景 (北 より)

2.近景 (発掘前、南より)

3。 近景 (発掘中、南より)

図  版
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図 版 2 平 遺 跡

1.1号住居址 (西北より)

2.2号住居址 (北方より)

3。 4.2号住居址炉址 1

5。 6.2号住居址炉址 2



志 平 遺 跡

1。 3号住居址 (北西より)

2。 1号住居址炉址

3.1号住居址土器出土状態

4。 5。 3号住居址炉址

6。 土拡群 (東 より)

図 版 3



図 版 平  遺  跡

土城 1

土拡 2

土城 3

土砿 4

5.土砿 5

6。 土 城 6
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平 遺 跡

縄文・弥生時代土器

1。 縄文土器 (土鉱 5)(1:3)

2.弥生土器―中部高地型

櫛描文 (10)

3.同一中部高地型櫛描文

4.同一畿内型櫛描文



志 平 遺 跡

弥生時代土器

(1:2)

図 版 7



図 版  8 経 塚 遺 跡

1。 遠景 (西北より)

2.近景 (北東より)

3。 集石 2(北東より)



経 塚 遺 跡

1。 集石 1 上面

遺物出土状況 (東 より)

2。 集石 1 下面 (北 より)

3。 集石内遺物出土状態

図 版  9



図 版  10 経 塚 遺 跡

1.1号住居址 (北西より)

2。 1号住居址カマド(北西より)

3。 1号住居址カマ ド横 ピット



経 塚 遺

1。 2号住居址 (北西より)

2。 2号住居址カマド(北東より)

3.土鉱 1(須恵器甕破片出土状態)

(南 より)
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図 版 13経 塚 遺 跡

組文時代土器 (1:3)
1。 V群 1類土器

2。 V群 1類土器

3.V群 2類土器
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図 版  14 経 塚 遺 跡

縄文時代土器 (1:2)
V群土器



経 塚 遺 跡

縄文時代土器 (1:2)
V群土器

図 版  15
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経 塚 遺 跡

組文土器整形技法

1。 ユ ビナデ

2。 工具圧痕

3.4。 ケ ズ リ

5。 6。 ケズ リとミガキ a



経 塚 遺 跡

縄文土器整形技法

1.ケ ズリ

2.ミ ガキ a

3。 4.ミ ガキ a

ミガキ b

施文に伴なうミガキ a

7.施文に伴なうミガキ a

8。 ナデ

図 版  17



経 塚 遺 跡

縄文土器整形技法等

1。 2.ナ デ

3.4。 条痕 bl

5。 条痕 bl

6.条痕 b2

7.沈線の施文具痕

8。 種子圧痕



経 塚 遺 跡

縄文時代石器

1.使用痕のある剥片

(1:1)     |

2.打製石斧 (1:3)

図 版  19
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図 版  20 経 塚 遺 跡

平安時代遺物

土師器・鉄器

(1:2)
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経 塚 遺 跡

平安時代土器

須恵器・灰釉陶器(1:2)

図 版 21



図 版  22 矢 遺 跡

1。 遠景 (西 より)

近景 (東 より)

3。 6号住居址 (北西より)



洩 矢 遺 跡

1。 6号住居址炭化材出土状態

2。 1号住居址 (北西より)

3。 1号住居址遺物出土状態

(Jヒ より)

図 版 23



月反 24

蜘六

矢 遺 跡

1.2号住居址 (北西より)

2.3号住居址 (北西より)

3号住居址 カマ ド

(北西より)



洩 矢 遺 跡

1。 405号住居址 (北西より)

2.大形 ピット (北西より)

3.焼土遺構 (南 より)

図 版 25
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図 版 26 洩 矢 遺 跡

1.3号住居址内ピット

2。 土城 1

土鉱 2

土城 3

5。 土拡 4

6。 集石 3

7.集石 1(北西より)

8. 9. rr - A-?, > 1.." 2



図 版 27洩 矢 遺 跡

縄文時代土器 (1:2)

1。 6号住居址 (上段 )

出土土器

I群 (下段 )

2。 I群土器
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;曳 矢 遺 跡

縄文時代土器 (1:3)
|

1。 Ⅱ群土器



洩 矢 遺 跡

縄文時代土器 (1:3)
1。 Ⅱ群土器

2。 Ⅲ群土器

図 版 29
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図 版 30

|

|

1111111111111111111111111ill:llll:II:‐

|

―

―

洩 矢 遺 跡

2.Ⅳ 群土器
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洩 矢 遺

縄文時代石器 (1:1)
1。 小形石器

2。 使用痕のあるもの

図 版 31



洩 矢 遺 跡

縄文時代・平安時代石器

(1:3他 )



洩 矢 遺 跡

縄文時代・平安時代遺物

1。 使用痕のあるもの

使用痕部拡大写真

(1:÷ )

2.滑石製品(1:1)

3.土製品 (1:2)

4。 羽 口とカマ ドの粘土

(3号住居址)(1:3)

5。 鉄製品(1:2)
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図 版 34 矢 遺 跡

平安時代土器 (1:2)
10204・ 5号住居址


